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はじめに 

 

平成23年3月11日14時46分に発生した「東北地方太平洋沖地震」は、我が国

の観測史上最大となるM9.0を記録し、宮城県栗原市築館で震度7の激震を観測

した。 また当該地域において、K-NET・KiK-net観測点の中で最大の加速度

（2933gal,三成分合成値）を記録した。 

加えて、発災と同時に巨大な津波が発生し、三陸沖から宮城県沖，福島県沖，

茨城県沖の広範囲な地域で，地震動による被害だけでなく津波による甚大な被

害が生じ、死者・不明者合計で2万4千名（H23.5.13現在）を超える未曾有の大

災害となった。 

なおこの地震によって、福島第一原子力発電所では冷却機能と閉じ込め機能

に重大な障害を生じ、深刻な事態に陥った。これにより、電力不足による計画

停電が実施された。このように地震災害と原子力災害が同時に発生したことに

よって、ガソリン、燃料、食料品、支援物資、応急復旧資器材等の入手が困難

になるなど甚大な災害となった。 

日本政府は平成23年 4月 1日に持ち回り閣議でこの地震による震災を「東日

本大震災」と命名した。 

 

社団法人建設電気技技術協会では、国土交通省が整備・運用管理する河川・

道路管理用電気通信施設に対する地震動の影響、課題等の調査、整理を行い、

今後の電気通信施設の設計、設置や維持管理に関する基準の見直し等の提言を

行うことを目的に、第一陣として平成23年3月27日～30日において岩手県一関

市、宮城県大崎市、仙台市、岩沼市、福島県福島市、郡山市等に位置する東北

地方整備局（本局）、河川・国道事務所、出張所、無線中継所を中心とした電

気通信施設（主に多重無線通信装置、端局装置、光ファイバ等）について被害

状況調査を実施した。 

第二陣として平成23年4月12日～17日において、岩手県宮古市、釜石市、大

船渡市、陸前高田市、宮城県気仙沼市、南三陸町、石巻市等に位置する河川・

国道事務所、出張所、無線中継所、道路トンネル電気室、情報BOX、光ファイ

バ、CCTVカメラ等の河川・道路付属物等について被害状況調査を実施した。 

本報告書は，第一陣及び第二陣が実施した電気通信施設被害調査に関し、調

査個所における被害実態を中心に一次報告としてとりまとめたものである。 

本報告書が防災関係情報通信システム等の耐震対策を検討する上での参考

となれば幸いである。  

平成23年5月  

社団法人 建設電気技術協会  

                           電気通信施設被害調査団 
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１．現地調査結果の概要 

社団法人 建設電技技術協会では、国土交通省が整備・運用管理する河川・道路管理

用電気通信施設の被災状況を把握することを目的に、第一陣として平成 23 年 3 月 27

日～30 日において、岩手県一関市、宮城県大崎市、仙台市、岩沼市、福島県福島市、

郡山市等に位置する東北地方整備局（本局）、河川・国道事務所、出張所、無線中継所

を中心とした電気通信施設（主に多重無線通信装置、端局装置、光ファイバ等）につ

いて、主に機器の据付に係る被害状況調査を実施した。 

また第二陣として、平成 23 年 4 月 12 日～17 日において岩手県宮古市、釜石市、大

船渡市、陸前高田市、宮城県気仙沼市、南三陸町、石巻市等に位置する河川・国道事

務所、出張所、無線中継所、道路トンネル電気室、情報 BOX、光ファイバ、CCTV カ

メラ等の河川・道路付属物等について被害状況調査を実施した。 

以下、第一陣及び第二陣調査団の調査結果の概要を示す。各々の詳細は各章におい

て述べる。 

 

１－１ 調査結果の概要 

2 回の調査によって、国土交通省東北地方整備局及び所属の事務所、出張所、無線中継

所等延べ 26 施設及び国道４５号沿いの道路付属施設等の被害状況の調査を実施した。 

  平成 23 年 3 月 27 日～30 日の第一陣調査では、震度階が高かった地点の内、主に国道

4 号線に沿って 11 施設の多重無線通信設備及びその他の情報通信設備の被害状況調査及

び光ファイバ通信設備の線路状態の調査を実施した。  

  平成 23 年 4 月 12 日～17 日の第二陣調査では、震度階が高かった第一陣調査地区以外

の地区における多重無線通信設備及びその他の情報通信設備、光ファイバ通信設備、電

力設備、通信鉄塔、河川／道路付属設備など電気通信設備全体に亘り、15 施設及び国道

45 号沿いの道路付属施設について地震動被害及び津波被害の調査を実施した。 

  

第一陣調査の概要は以下のとおりである。 

① 多重無線通信関連設備 

多重無線通信設備は運用停止に至った施設はなかったが、ストラクチャのずれに伴

うフレキシブル導波管の歪み等が一部の施設で見られた。しかし、架の歪み、架列間

の床面、架上部のずれ等は見られなかった。装置架下・架上部の確実な固定が効果を

発揮したものと推測できる。 

② その他の情報処理設備 

その他の情報処理設備では、下部固定のみとした装置架において、東北地方整備局

（本局）、福島河川国道事務所、郡山国道事務所の各事務所設備において筐体の歪み、

据付架の傾斜、筐体歪みによる側板のはずれ等の事例が確認された。 

加えて、上下固定をした通信機器類に比べ、下部固定のみの架においては、据付架
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の傾斜、筐体歪み等の損傷が大きいことも確認できた。 

また、耐震性能の低い汎用ラックの使用や、重量機器をラック最上部にマウントす

る等、耐震性への配慮が十分でない設備も見受けられた。 

③ 光ファイバ設備 

光ファイバ通信設備においては、光ファイバ線路監視装置により線路状況を確認し

た結果、以下のケーブル異常が確認された。原因究明・実態確認が必要である。 

・「仙台河川国道事務所 R45 北上川下流向け DSF  46.5kp」において、3 月 12 日 

3:03～4:04 分にかけて急激に線路ロスが増大している。 

・「仙台河川国道事務所気仙沼維持出張所 R45 石巻向け 110kp 付近」、「福島河川

国道事務所 R4 栃木向け DSF  事務所から 1.5km 付近」の二箇所で断線 

 

 第二陣調査の概要は以下のとおりである。 

① 多重無線通信設備関連設備 

全調査対象設備中、運用停止に至る不具合は北上川下流事務所（北上川下流局）の

箟岳中継所向けアンテナのずれ（２０cm 程度ずれた形跡を確認）が原因と思われる回

線停止のみであった。 

当該アンテナを搭載する鉄塔被害は後述するが、北側基礎のアンカーボルトが 3 本

浮いている（0.5～2ｍｍ）ことを確認した。他のアンテナも回線停止には至ってはいな

いが、同様にアンテナずれを確認した。当該鉄塔に搭載するアンテナ方位角を再点検

する必要がある。 

同様に、対向する通信の相手方である箟岳無線中継所においてもアンカーポルトの

浮き（0.5～2ｍｍ）を確認したが、搭載アンテナの方向ずれはなかった。 

機器の据え付け状況については、北上川下流事務所以外においてもストラクチャの

ずれに伴うフレキシブル導波管の歪み等が一部の施設で見られたが、顕著な被害、架

の歪み、架列間の床面、架上部のずれ等は見受けられなかった。 

但し、運用上支障となる過大な挙動変化の形跡は見当たらなかったものの、ストラ 

クチャ、ストラクチャへの各架の取り付けにおいて十分な強度を有しているとはいえ 

ない施工も一部において見受けられた。 

② その他の情報処理設備 

顕著な被害、架の歪み架列間の床面、架上部のずれ等は見られなかった。 

但し、耐震固定をしていない機器、フリーアクセスフロアのみに直に固定する等、

多重無線通信設備類と比べ、耐震施工への配慮が十分とは言えない施工も見られた。 

③ 光ファイバ設備 

光ケーブルを除く通信設備において顕著な被害、架の歪み、架列間の床面、架上部

のずれ等は見られなかった。 

また光ケーブルにおいては、津波被害以外の区間において光ファイバ線路監視装置
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及び目視により点検した。 

ハンドホール部の僅かの地盤変動などはあるが、「地震による振動、地盤沈下、液状

化などによる配管・線路類の被害は少ない」との印象を受けた。 

一方、津波被害は甚大で、津波被害を受けた地区における露出配管類は全損状態に

近い。加えて、地中埋設配管箇所においても道路構造が盛土、擁壁等で段差を形成し

ている個所にあっては甚大な被害を受けていた。 

④ CCTV カメラ設備 

地震動の影響による機器の移動・転倒はなかったが、屋内架のぐらつき、実装 

機器の収納棚からのずれ、付属機器の一部落下が見られた。 

津波被害地区以外のカメラ端末は、外観上からは問題は見当たらなかった。 

⑤ 河川／道路付属設備 

屋内機器、屋外機器において顕著な被害、架の歪み、架列間の床面、架上部のずれ等 

  は見られなかったが、簡易な取り付けを行っている付属機器に床面固定ボルトの緩み、

盤扉の歪み等が確認された。 

⑥ 電力設備 

受変電設備、無停電電源装置、直流電源装置においては、北上川下流河川事務所の

屋外受配電設備において盤扉の歪みが見られた。その他は、他の施設を含め盤、機器

の変形、据付ボルト、ナットの緩み等も無く、異常はなかった。 

予備発電設備においては、鹿島台出張所、鳴瀬川中流堰において地震動による地盤 

沈下により、地下燃料タンクと建屋のフレキ配管に緊張が生じていた。その他は、顕

著な油漏れ等を含め異常は認められなかった。 

⑦ 通信鉄塔 

調査した 6 施設において顕著な構造上の損傷は見当らなかった。 

但し北上川下流河川事務所は、北側基礎のアンカーボルトが 3 本（0.5～2ｍｍ）浮 

いていた。箟岳無線中継所では同様に浮き（0.1～0.2ｍｍ）が確認された。 

特に、北上川下流河川事務所では搭載アンテナにおいて最大 20cm 程度のずれを生じ

ていたことから、鉄塔部材接合ボルトの増し締め点検が必要である。 

また、4 施設において鉄塔柱脚部の仕上モルタルに割れが生じていた。地震動、凍

結のいずれが要因かは不明であるが、補修が必要である。 

なお、今回の調査においては、津波被害を基部に受けた鉄塔はない。 

 

以上、第一陣、第二陣の調査結果の概要を示した。 

地震動の大きさに対し、被害程度は軽微であったといえる。但し、今回の地震動の最大

加速度は 3 方向合成で 2933gaｌであった。これは、兵庫県南部地震の 3 倍以上である。 

様々な方面の地震動被害分析に注視し、電気通信施設に対する耐震性能確保、設計・

施工に反映させる必要がある。 
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以下に、第一陣、第二陣が実施した調査施設の位置図を示す。 
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１－２ 第一陣調査結果の概要 

（１） 調査期間・日程  

① 調査期間 

平成 23 年 3 月 27 日（日）～30 日（水） 

② 調査日程 

・平成 23 年 3 月 27 日（日） 

東京から宮城に移動 

・平成 23 年 3 月 28 日（月）～29 日（火） 

東北地方整備局にて調査計画を打合せ 

被災現地調査、調査結果打合せ 

・平成 23 年 3 月 30 日（水） 

被災現地調査、調査結果打合せ 

郡山から東京へ移動 

 

（２） 調査場所及び対象施設 

国道 4 号に沿って岩手県一関市から福島県郡山市の間に位置する東北地方整備局、 

事務所、出張所、無線中継所に整備（設置）されている電気通信施設の内、多重無

線通信設備、光ファイバ通信設備、関連設備について目視による外観調査を主体に

被害調査を実施した。  

 

① 調査場所 

所属 調査場所 所在地 本震の震度階

東北地方整備局（本局） 通信機械室
災害対策室（機器室）

 宮城県仙台市青葉区二日町9番15号 ６弱

岩手河川国道事務所 一関出張所 岩手県一関市狐禅寺字石ノ瀬155-81 ５強～６弱

仙台河川国道事務所 古川国道維持出張所 宮城県大崎市古川北稲葉二丁目6-33 ６強

仙台河川国道事務所 青葉山無線中継所 宮城県仙台市青葉区富沢字金剛沢９４－
２

６弱

仙台河川国道事務所 通信機械室 宮城県仙台市太白区郡山五丁目6-6 ５強

仙台河川国道事務所 石塚無線中継所 宮城県仙台市太白区郡山五丁目6-6 ５強

仙台河川国道事務所 岩沼出張所 宮城県岩沼市館下一丁目2-9 ６弱

仙台河川国道事務所 岩沼国道維持出張所 宮城県岩沼市末広一丁目6-24 ６弱

福島河川国道事務所 通信機械室 福島県福島市黒岩字榎平36 ５弱～５強

福島河川国道事務所 笹森山無線中継所 福島県福島市松川町大字水原南沢 ５弱～５強

3/30(水) 郡山国道事務所 通信機械室 福島県郡山市安積町荒井字丈部内28番1
号

６弱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注：各地の震度階のうち、気象庁発表地名に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　存在しないた地区は、周辺地域より推定した。

3/28(月) 

3/29(火) 
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② 主な調査対象施設 

・多重無線通信設備 

・デジタル端局設備 

・光ファイバ線路監視装置 

・光ファイバ線路 

・その他の情報通信設備 

 

（３） 調査団の構成 

調査団は建設電気技術協会調査員（専門委員）及び事務局員で構成した。 

各調査員の専門分野は以下の 3 分野 24 名とした。 

・設備全般 

・多重無線通信設備 

・光ファイバ設備 

 

（４） 調査結果の概要 

以下に調査結果の概要を示す。 

・１－２－１  多重無線通信設備 

・１－２－２  デジタル端局設備 

・１－２－３  その他の情報通信設備 

・１－２－４  光ファイバ設備 
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１－２－１ 多重無線通信設備 

（１） 概 要 

 全調査対象設備中、運用停止に至る不具合はなかった。 

  地震時の振動によるストラクチャのずれに伴うフレキシブル導波管の歪み等が一部の 

施設で見られたものの、地震動による顕著な被害、架の歪み、架列間の床面、架上部 

のずれ等は見受けられなかった。装置架下部の床面への確実な固定、架上部のストラ 

クチャへの確実な固定が効果を発揮したものと推測できる。 

   但し、運用上支障となる過大な挙動変化の形跡は見当たらなかったものの、ストラ 

クチャ、ストラクチャへの各架の取り付けにおいて十分な強度を有しているとはいえ 

ない施工も一部において見られた。 

 

（２） 施設個所別の不具合状況 

 
調査期間　平成２３年０３月２８日～３０日

 6.5GHz多重無線装置 ２台

 ヘリテレ受信装置監視制御モニタ装置 １台

画像伝送通信路切替装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 １式

 12GHz多重無線装置 １台

ディジタル端局装置

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 １式

 6.5GHz多重無線装置 １台

 ディジタル端局装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 6.5GHz多重無線装置 ２台

 12GHz多重無線装置 １台

 ヘリテレ受信装置 ２台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 6.5GHz多重無線装置 ５台

 配線盤（ＭＤＦ） １式

 ディジタル端局装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 ケーブルラックが右下がりになっている。  手直しが必要です

 エアコンドレインからの漏れにより、装置架台に発錆の跡有り  補修が必要です

 異常なし

 局名　青葉山局

  局名　石塚局

 

 仙台河川国道事務所　

 　石塚無線中継所

 局名　古川国道局

 仙台河川国道事務所

 　青葉山無線中継所局

 仙台河川国道事務所

　 古川国道維持出張所

 岩手河川国道事務所

　 一関出張所

  

 局名　一関河川局

点 検 場 所

 東北地方整備局

 局名　仙台局

 正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です フレキシブル導波管に歪み有り

 空中線の後方より、対向方向の確認が必要です。

 異常なし

 

 '----------

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない

 異常なし

 異常なし

不 具 合 内 容

 筐体が歪み、裏面扉、右側ﾋﾞｽから全て外れる。

 フレキシブル導波管に歪み有り。

 異常なし

 異常なし

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない

 問題なし

無 線 設 備

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない

 

 空中線の後方より、対向方向の確認が必要です。

 

 異常なし

 異常なし

 異常なし

 ストラクチャー端部の蓋が浮いた

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない

 手直しが必要です

 空中線の後方より、対向方向の確認が必要です。

 立架に傾斜が観られる。  手直しが必要です

 フレキシブル導波管に歪み有り  正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

 上部固定のﾎﾞｰﾄﾞｱﾝｶｰの抜け及び配線等の引張りにより前傾したと思われる。  補修が必要です

 裏扉ハンドル金具変形裏扉が完全に閉まらず、隙間あり。  補修が必要です

 異常なし

 壁面のストラクチャー受けのボルトの抜け有り。  補修が必要です

 立架に傾斜が観られる。  手直しが必要です

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない

 正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

 ケーブルラック壁面固定金具の壁面損壊。

 異常なし

 異常なし

 異常なし

 異常なし

 フレキシブル導波管に歪み有り

 立架に傾斜が観られる。

 異常なし

 異常なし

 異常なし

 

点 検 コ メ ン ト

 手直し及び再度、背面扉の取付が必要です。

 正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

 補修が必要です

 手直しが必要です

 空中線の後方より、対向方向の確認が必要です。
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調査期間　平成２３年０３月２８日～３０日

 12GHz多重無線装置 ５台

 ディジタル端局装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 12GHz多重無線装置 １台

 ディジタル端局装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 6.5GHz多重無線装置 ６台

 12GHz多重無線装置 ２台

 ディジタル端局装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 6.5GHz多重無線装置 ４台

 画像伝送通信路切替装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 6.5GHz多重無線装置 ６台

 12GHz多重無線装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない  空中線の後方より、対向方向の確認が必要です。

 '----------

 ストラクチャーが動いた形跡有り。

 ケーブルラックに歪み有り。

 異常なし

   局名　郡山局

 郡山国道事務所  立架に傾斜が観られ、フレキシブル導波管に歪み有り  正常動作しておりますが、フレキシブル導波管等の手直しが必要です

 立架に傾斜が観られる。  手直しが必要です

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない  空中線の後方より、対向方向の確認が必要です。

 異常なし

 異常なし

 ケーブルラック受け金具が動いた形跡有り。

   局名　笹森山局  異常なし

　  異常なし

 福島河川国道事務所  立架に傾斜が観られる。  手直しが必要です

   笹森山無線中継所  フレキシブル導波管に歪み有り  正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない  空中線の後方より、対向方向の確認が必要です。

 異常なし

 異常なし

 異常なし

 異常なし

 異常なし

   局名　福島局

 福島河川国道事務所  立架に傾斜が観られ、フレキシブル導波管に歪み有り  正常動作しておりますが、フレキシブル導波管等の手直しが必要です

 立架に傾斜が観られ、フレキシブル導波管に歪み有り  正常動作しておりますが、フレキシブル導波管等の手直しが必要です

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない  空中線の後方より、対向方向の確認が必要です。

 異常なし

 ストラクチャーが動いた形跡有り。

 ケーブルラック壁面固定部に浮きあが有る。  手直しが必要です

 異常なし

 異常なし

   局名　岩沼国道局

 仙台河川国道事務所  立架に傾斜が観られる。  手直しが必要です

   岩沼国道維持出張所  振止金具のボルト穴が大きくボルトがM8の為、金具が動いた  手直しが必要です

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない  空中線の後方より、対向方向の確認が必要です。

 異常なし

 ストラクチャー受け金具に浮きあが有る。  手直しが必要です

 ケーブルラック壁面固定部に浮きあが有る。  手直しが必要です

 異常なし

  電源部カバー浮きあり（電源本体は問題なし）  手直しが必要です

  局名　岩沼河川局

 仙台河川国道事務所  立架に傾斜が観られる。  手直しが必要です

 　岩沼出張所  フレキシブル導波管に歪み有り  正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

点 検 場 所 無 線 設 備 不 具 合 内 容 点 検 コ メ ン ト

 
 

 

（３） 施設毎の概要 

  以下に施設毎の主な被害状況を示す。 
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フレキシブル導波管に歪み有り【一関河川局】
架が左に傾いている

【仙台局】
壁面のストラクチャー受けのボルトの抜け有り。

ケーブルラック取付具外れ
ケーブルラック壁面固定金具の壁面損壊

ケーブルラック取付具外れた為段差が生じた。
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局舎周辺 雨水升破損
【古川国道局】
フレキシブル導波管に歪み有り

庁舎周辺 舗装浮き上がり

局舎周辺 舗装浮き上がり 局舎周辺 U字溝沈み込み
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庁舎階段上部の壁に亀裂あり
【青葉山局】
立架状況 異常なし

無線室入口の壁面に亀裂あり 無線室内床面に亀裂あり
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ケーブル引込口損傷

【石塚（仙台河川）局】
立架に傾きあり

フレキシブル導波管に歪みあり

MDFがボードアンカーの抜けにより及びケーブル等の
引っ張りにより前傾

局舎周辺 舗装沈み込み 局舎周辺 舗装沈み込み
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フレキシブル導波管に歪みあり

【岩沼河川局】
架が前傾している

フレキシブル導波管に歪み有り

ケーブルラック壁面固定部に浮きあり

ストラクチャー受け金具に浮きあり
無線室内の壁面に亀裂有り
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局舎周辺 路面沈み込み

無線室内の壁面に亀裂あり 無線室内の壁面に亀裂あり

局舎周辺 路面沈み込み

【岩沼国道局】
立架に前傾あり

①装置上部固定状況左側に傾き有り
②Ｌアングル固定に浮き有り

①

②
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フレキシブル導波管に歪みあり

ストラクチャーが動いた形跡あり
【福島局】

装置間隙間広がりあり

ストラクチャーに動いた形跡あり

ストラクチャー吊りボルト曲がり有り
庁舎ガラスブロック損傷有り
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庁舎柱 亀裂・塗装剥離

ケーブル導入口壁面亀裂あり
庁舎周辺 路面損傷

庁舎外壁面 亀裂

【笹森山局】
ケーブルラック受け金具が動いた形跡あり

上部固定金具曲がりあり
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【郡山局】
ストラクチャーが動いた形跡あり

前面の上右扉取付歪み有り フレキシブル導波管歪み有り

架に傾きがみられる

フレキシブル導波管に歪みあり
フレキシブル導波管に歪みあり
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架に傾きがみられる

ケーブルラックに歪みあり 架に歪みありケーブルラックに歪みあり 架に歪みあり

フレキシブル導波管に歪みあり

庁舎周辺 路面沈み込み 庁舎玄関 タイル沈み込み
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１－２－２ ディジタル端局設備等 

（１） 概 要 

① 装置架の設置状況 

    各装置架の設置状況については、地震動による影響は見受けられなかった。 

また、架の歪み、架列間の床面、架上部のずれも見受けられなかった。 

 

② 装置架のパッケージの状況 

    各装置架のパッケージの抜出し等の異常はなかった。 

 

（２） 施設個所別の不具合状況  

点　検　箇　所 設 備 名 称 等 不 具 合　内　容　等
東北地方整備局 ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(1)

ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(2)
局名： ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(3)

ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(4)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(1)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(2)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(3)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(4)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(5)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(6) 機器等の設置状況は、異常ありませんでした。
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(7)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(8)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(9)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(10)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(11)
ディジタル端局装置（2.4G-SDH）基本架(1)
ディジタル端局装置（2.4G-SDH）基本架(2)
ディジタル端局装置（150M-BR）基本架(1)
ディジタル端局装置（150M-BR）基本架(2)
ディジタル端局装置（150M-BR）基本架(3)
ディジタル端局装置（150M-BR）基本架(4)
ディジタル端局装置（基線150M-SDH）基本架(1)
ディジタル端局装置（基線150M-SDH）基本架(2)
光中継増幅装置（光AMP）
網同期装置（NSE）

岩手河川国道事務所 ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(1)
　　一関出張所 光中継増幅装置（光AMP）

機器等の設置状況は、異常ありませんでした。
局名：一関

仙台河川国道事務所 光中継増幅装置（光AMP）
　　古川国道維持出張所

機器等の設置状況は、異常ありませんでした。
局名：古川

青葉山無線中継所 ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(1)
機器等の設置状況は、異常ありませんでした。

局名：青葉山

仙台河川国道事務所 ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(1)
ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(2)
ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(3)

局名： ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(1) 機器等の設置状況は、異常ありませんでした。
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(2)
ディジタル端局装置（2.4G-SDH）基本架(1)
ディジタル端局装置（2.4G-SDH）基本架(2)

調査期間　　平成２３年０３月２７日～３０日    （１／２）
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点　検　箇　所 設 備 名 称 等 不 具 合　内　容　等
仙台河川国道事務所 ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(1)
　　岩沼国道維持出張所

機器等の設置状況は、異常ありませんでした。
局名：岩沼国道

仙台河川国道事務所 ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(1)
　　岩沼出張所

機器等の設置状況は、異常ありませんでした。
局名：岩沼河川

福島河川国道事務所 ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(1)
ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(2)

局名：福島 ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(3)
ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(4)
ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(5)
ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(6) 機器等の設置状況は、異常ありませんでした。
ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(7)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(1)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(2)
ディジタル端局装置（2.4G-SDH）基本架(1)
ディジタル端局装置（基線150M-SDH）基本架(1)
光中継増幅装置（光AMP）
再生中継装置
網同期装置（NSE）

笹森山無線中継所 ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(1)
機器等の設置状況は、異常ありませんでした。

局名：笹森山

郡山国道事務所 ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(1)
ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(2)

局名：郡山 ディジタル端局装置（PDH)/EMPLX基本架(3) 機器等の設置状況は、異常ありませんでした。
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(1)
ディジタル端局装置（150M-SDH）基本架(2)
ディジタル端局装置（2.4G-SDH）基本架(1)
光中継増幅装置（光AMP）

調査期間　　平成２３年０３月２７日～３０日    （２／２）

 

 

 

（３） 施設毎の概要 

  以下に施設毎の主な状況を示す。 
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【福島河川国道事務所】
装置架の状況に異常なし

装置架列の水平状況に異常なし

架上部取付、ケーブル引込状況に異常なし 各種パッケージの状況（抜き出し等の異常なし）

【笹森山無線中継所】
装置架の状況に異常なし 装置架列の水平状況に異常なし
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１－２－３ その他の情報処理設備 

（１） 概 要 

① 調査結果の概要 

下部固定のみとした装置架において、東北地方整備局（本局）、福島河川国道事務 

所、郡山国道事務所の各事務所設備に筐体の歪み、傾斜、側板のはずれ等の事例が

確認された。 

一方、上下固定した各装置架においては、ストラクチャの撓みなどにより僅かな

ずれ、傾斜等が発生している他は異常は見られなかった。 

 

② 改善必要事項 

・ 同一室内の類似構造の架において、「下部固定のみ」、「ストラクチャを用いた上 

部固定」において損傷度合いが大きく異なっていることが確認された。 

機器の重要度、架高さ等を考慮し、上部固定により耐震性を強化させた施工が 

有効である。 

・ 情報機器等は汎用ラック等を用いたラックマウント方式としているが、マウント

に際しては重量物を下部に配置する等、耐震性・放熱性を総合的に考慮した配置

が必要である。 

・ 各種情報機器の実装において、耐震性能の低い汎用ラックを用いている事例が見

受けられる。機器の重要度、ラック高さ等を考慮し、NEBS 規格など耐震性能を

確保したラックの採用が有効である。 

・ 「その他の情報処理設備」においては、多重無線通信設備、デジタル端局装置等

と比べ、耐震施工に対する配慮が十分とは言えない施工事例もある。設備重要度

に応じた耐震施工実施状況の点検、対策が必要である。   
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（３） 施設毎の概要 

  以下に施設毎の主な被害状況を示す。 

点 検 場 所 設 備 名 称 等
東北地方整備局(本局) 自立型情報系収容ラック 下部固定のみで、大きく傾斜

災害対策室映像設備架群 下部固定のみで、架に歪み＋傾斜

局名　仙台局 管理用施設情報接続装置

ﾍﾘﾃﾚ受信装置監視制御ﾓﾆﾀｰ装置 裏扉金具変形

岩手河川国道事務所 CCTV用モニター端末

　一関出張所 遠方監視制御装置

　　 情報提供・処理設備

局名　一関河川局　 Ｘバンドレーダ雨量観測装置

Ｘバンドレーダ用アンテナ

仙台河川国道事務所 画像切換装置等　情報処理架

　古川国道維持出張所

局名　古川国道局

仙台河川国道事務所 ヘリテレ受信装置

　青葉山無線中継所

局名　青葉山局

仙台河川国道事務所 道路情報室各種情報処理設備群

　 受変電設備、発電機盤、電源盤等

福島河川国道事務所 自立型情報系収容ラック

局名　福島局 CCTV制御装置架

福島河川国道事務所 ヘリテレ受信装置

　笹森山無線中継所

局名　笹森山局

郡山国道事務所 道路情報処理設備

　

局名　郡山局

　 情報管理室モニター架

 調査期間　平成２３年３月２８日～３０日

不 具 合 内 容 等

上下固定がなされており、異常なし

屋外シェルターに異常なし

アンテナ基礎部の基礎コンクリートに一部損傷

下部のみ固定において、架歪み等の異常なし

据付状態において外観上の異常なし

壁面取り付けLCDモニターにおいて、落下などの異常なし

　

　

　

異常なし　

上下固定がなされており異常なし

　

下部固定のみで、大きく傾斜

　

異常なし　

筐体が大きく歪み、側板固定ボルト穴も変形。

上部・下部で約50mm変形

　

架組み込みモニター等に異常なし

　

上下固定により、異常なし　

　

異常なし　
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【東北地整 本局 （仙台局）】
下部固定の列架 ： 全体が傾斜している。

【東北地整 本局 （仙台局）】
災害対策室機器室 ： 映像設備が傾斜している。

【東北地整 本局 （仙台局）】
汎用CODEC収容 ： 上下固定により異常なし

【一関河川局】
遠方監視制御装置、情報処理・提供装置等、下部固
定のみであるが異常なし

【一関河川局】
Xバンドレーダ雨量計観測装置、シェルター据付にお
いて異常なし

【一関河川局】
Xバンドレーダ雨量計用アンテナ基礎部の損傷
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【古川国道局】
画像切換装置等 ： 上下固定により異常なし

【青葉山局】
ヘリテレ受信装
置 ： 上下固定
により異常なし

【仙台河川国道事務所】
道路情報室 ： 異常なし

【仙台河川国道事務所】
受変電設備、発電機盤、電源盤等に異常なし

【福島局】
自立型情報
系収容ラッ
ク ： 下部固
定のみで大
きく傾斜

【福島局】

自立型CCTV制御装置収容ラック ： 上下固定により
異常なし
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【笹森山局】
ヘリテレ受信装置 ： 異常なし

【郡山局】
道路情報処
理装置：大き
く右に傾斜

【郡山局】
約50mm右に
傾斜

【郡山局】
架全体が捻じれている。

【郡山局】
ラックの側板はハメ込みネジ構造である。 側板ははめ込まれていたが、地震時に吹き飛んだとのこと。
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１－２－４ 光ファイバ設備 

（１） 概 要 

①  光ファイバ線路監視装置の設置状況  

搭載架、搭載機器の外観異常、倒壊、傾き等は見られなかった。 

②  光ファイバ線路監視装置による線路状況の確認 

監視装置による光ファイバ損失確認及び、OTDR を用いて線路の状況を確認し、 

線路不具合・断線等を確認した。 

 

（２） 施設個所別の不具合状況 

光ファイバ線路監視装置及び現地踏査による不具合確認箇所の状況は以下のとお

りである。現地との整合による原因究明・実態確認が必要である。 

〔特記事項〕 

① 「仙台河川国道事務所 R45 北上川下流向け DSF  46.5kp」において、3 月 12 日 

3:03～4:04 分にかけて急激に線路ロスが増大している。 

② 「仙台河川国道事務所気仙沼維持出張所 R45 石巻向け 110kp 付近」、「福島河川

国道事務所 R4 栃木向け DSF  事務所から 1.5km 付近」の二箇所で断線  

 

表１－１．東日本大震災における光ファイバ被災状況調査結果表 

監視装置 測定装置 方路 芯線種別 異常有無 

仙台河川

国道事務

所 

仙台河川国道事務

所 

R4 福島向け DSF 異常なし 

R6 原町向け DSF 異常なし 

R4 岩手向け DSF 異常なし 

R45 北上川下流向

け 
DSF 

R45 46.5kp 付近 

2011/3/12 3:03 軽障害（2.14dB） 

2011/3/12 3:14 中障害（3.76dB） 

2011/3/12 4:04 重障害（8.02dB） 

R4 本局向け DSF 異常なし 

R48 山形向け DSF 異常なし 

R4 福島向け SM 異常なし 

R6 原町向け SM 異常なし 

R4 岩手向け SM 異常なし 

R45 石巻国道向け SM 異常なし 

R4 本局向け SM 異常なし 

R48 山形向け SM 異常なし 

名取川出張所 名取川 本局向け SM 異常なし 

広瀬川 SM 異常なし 
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名取川中下流 SM 出張所から 2.2km 付近 

2011/3/11 14:40 軽障害（1.50dB） 

釜房ダム SM 異常なし 

古川国道維持出張

所 

R47 山形向け SM 異常なし 

R4  岩手向け DSF 異常なし 

R4  岩手向け SM 異常なし 

仙台河川

国道事務

所 

岩沼出張所 阿武隈川下流 SM 異常なし 

阿武隈川大堰 SM 異常なし 

角田橋右岸 SM 異常なし 

阿武隈川県境 SM 異常なし 

気仙沼国道維持出

張所 

R45 三陸向け DSF 出張所損壊の為，詳細不明 

R45 三陸向け SM 出張所損壊の為，詳細不明 

R45 石巻向け DSF 
R45 110kp 付近（庁舎損壊前に検出）

2011/3/11 15:13 重障害（21.44dB） 

R45 石巻向け SM 出張所損壊の為，詳細不明 

福島河川

国道事務

所 

福島河川国道事務

所 

R4 栃木向け DSF 事務所から 1.5km 付近 

2011/3/12 20:31 重障害（27.97dB） 

R4 宮城向け DSF 異常なし 

R13 山形向け DSF 異常なし 

R4 栃木向け SM 異常なし 

R4 宮城向け SM 異常なし 

R13 山形向け SM 異常なし 

R13 栗子国道向け SM 異常なし 

荒川砂防向け SM 異常なし 

記念体育館向け SM 異常なし 

郡山出張所 福島河川国道事務

所方向 

SM 異常なし 

浜尾遊水地向け SM 異常なし 

安原橋向け SM 異常なし 

福島河川

国道事務

所 

伏黒出張所 福島河川国道事務

所方向 

SM 

監視装置-測定装置間 NW 不通の為，

詳細不明 

（測定装置側ルータが Ping に応答せ

ず） 

国道 4 号接続点向

け 

SM 

水の館管理センタ

ー向け 

SM 
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松川砂防出張所 福島河川国道事務

所方向 

SM 異常なし 

荒川砂防向け SM 異常なし 

郡山国道

事務所 

郡山国道事務所 R49 会津若松向け SM 異常なし 

R4 福島向け SM 異常なし 

R4 郡山国道維持

向け 

SM 異常なし 

R4 宇都宮向け SM 異常なし 

R49 いわき向け SM 異常なし 

R49 会津若松向け DSF 異常なし 

R4 福島向け DSF 異常なし 

R4 宇都宮向け DSF 異常なし 

R49 いわき向け DSF 異常なし 

会津若松出張所 R49 新潟向け SM 異常なし 

R49 新潟向け DSF 異常なし 

 

（３）現地踏査結果 

場所 被災による
被害状況

改善提案 写真番号

東北地方整備局 電気室内のラック上配線に
おいて、光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ
外皮に損傷あり

ケーブル保護処置が必要
（損傷が地震による影響か、否かは不明）

写真1-1

岩手河川国道事務所
一関出張所

特になし

古川国道維持出張所 特になし ・HH内にクロージャ受け金物が付いており、震災時の光ﾌｧｲﾊﾞ

ｹｰﾌﾞﾙ移動時には金物にケーブルが引っ掛かる等、損傷の危
険性がある。金物は当面不要であれば撤去するのが良い。

写真3-1

仙台河川国道事務所 特になし 写真4‐2

仙台河川国道事務所
岩沼出張所

特になし ・ＨＨ②の管口処理なし

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ移動により、外皮損傷の恐れあり管口処理
必要
・電気室の屋外引込点、ＨＨ①Ａ面に止水無し。

電気室の湿気対策、浸水対策の為、止水処置が必要。

写真5-3

写真5-1

岩沼国道維持出張所 特になし ・電気室の屋外引込点、ＨＨ①Ａ面に止水無し。
電気室の湿気対策、浸水対策の為、止水処置が必要。

福島河川国道事務所 特になし ・ＨＨ②の管口処理なし

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ移動により、外皮損傷の恐れあり管口処理
必要

写真7-1

郡山国道事務所 特になし 写真8-1

 

【その他】
ハンドホール内の点検においては、ケーブルが外力により引っ張られるなどの「異常な緊張」は見当たらなかった。 （写真4‐2,8‐1 等）

 
 

（４）現地踏査結果 

以下に各施設毎の現地踏査状況を示す。 
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※ケーブル損傷箇所アリケーブル防護要 （今回の震災の影響なのかは不明）

震災時の光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ移動時には金物にケーブルが
引っ掛かる等、損傷の危険性がある。

〔写真3-1〕

〔写真5-3〕

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ移動により、外皮損傷の恐れあり
管口処理必要

〔写真5-1〕

管口の止水処理が必要

〔写真7-1〕

〔写真4-2〕

〔写真8-1〕

ケーブルが外力により引っ張られるなどの「異常な
緊張」は見当たらなかった。
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１－３ 第二陣調査結果の概要 

（１） 調査期間・日程  

① 調査期間 

平成 23 年 4 月 12 日（火）～17 日（日） 

② 調査日程 

・平成 23 年 4 月 12 日（火） 

移動及び東北地方整備局にて調査計画を打合せ 

・平成 23 年 4 月 13 日（水）～16 日（土） 

被災現地調査、調査結果打合せ 

・平成 23 年 4 月 17 日（日） 

移動及び調査結果打合せ 

 

（２） 調査場所 

主に北上川下流事務所管内及び石巻市から宮古市に至る気仙沼市、陸前高田市、 

大船渡市、を経由する国道 45 号沿いの各施設・設備を調査した。 

 

① 調査場所     

所属 調査場所 所在地 本震の震度階

北上川下流河川事務所 宮城県石巻市蛇田字新下沼８０ 5弱～6弱

北上大堰 宮城県石巻市成田地内 5弱～6弱

飯野川出張所 宮城県石巻市成田字根岸山畑５-７ 5弱～6弱

鹿島台出張所 宮城県大崎市鹿島台木間塚字小谷地４９６－１ 6強

鳴瀬川中流堰 宮城県遠田郡小牛田町不動堂地内 5弱～6強

箟岳無線中継所 宮城県遠田郡涌谷町内 6強

古川警報所 宮城県大崎市古川江合字宅地 6強

湧谷警報所 宮城県遠田郡涌谷町涌谷字下町１－２ 6強

北上川分流施設周辺 宮城県遠田郡涌谷町追廻町地内 6強

仙台河川国道

事務所

気仙沼国道無線中継所 気仙沼市赤岩迎前田１２７

(気仙沼国道維持出張所内)

6弱

三陸国道事務所 岩手県宮古市藤の川４-１ 5弱～5強

大船渡維持出張所 岩手県大船渡市立根町字中野２７ 5弱～6弱

釜石維持出張所 岩手県釜石市大字平田第３地割６１-７２ 5強～6弱

鍬台トンネル(南電気室) Ｒ４５、大船渡市と釜石市との境界 5弱～6弱

新仙人トンネル

(第二電気室)

Ｒ２８３、気仙郡住田町と釜石市との境界 5弱～6弱

R45路上設備

北上川下流河

川事務所

三陸国道事務

所

南三陸町～宮古市に至るR45路上設備

　　　　　　　　　　　　　　　　　注：各地の震度階のうち、気象庁発表地名に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　存在しないた地区は、周辺地域より推定した。  

 

31



② 主な調査対象施設 

・多重無線通信設備 

・デジタル端局設備等 

・その他の情報通信設備 

・光ファイバ線路監視装置 

・光ファイバ線路 

・CCTV カメラ設備 

・河川／道路付属設備 

・受変電設備 

・非常用予備発電設備 

・無停電電源装置／直流電源装置 

・通信鉄塔 

 

（３） 調査団の構成 

調査団は建設電気技術協会調査員（専門委員）及び事務局員で構成した。 

各調査員の専門分野は以下の 6 分野 45 名とした。 

・設備全般 

・通信設備 

・CCTV 設備 

・光ファイバ設備 

・河川／道路付属設備 

・電力設備 

 

（４） 調査結果の概要 

以下に調査結果の概要を示す。 

・１－３－１  多重無線通信設備 

・１－３－２  デジタル端局設備等 

・１－３－３  その他の情報通信設備 

・１－３－４  光ファイバ設備 

・１－３－５  CCTV カメラ設備 

・１－３－６  河川／道路付属設備 

・１－３－７  電力設備 

・１－３－８  通信鉄塔 
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１－３－１ 多重無線通信設備 

（１） 概 要 

   全調査対象設備中、運用停止に至る不具合は北上川下流事務所（北上川下流局）の 

箟岳中継所向けのアンテナのずれ（２０cm 程度ずれた形跡を確認）のみであった。 

   他の施設・設備においては、同様のアンテナ方向ずれ、地震時の振動によるストラ 

クチャのずれに伴うフレキシブル導波管の歪み等が一部の施設で見られたものの、地 

震動による顕著な被害、架の歪み架列間の床面、架上部のずれ等は見られなかった。 

装置架下部の床面への確実な固定、架上部のストラクチャへの確実な固定が効果を 

発揮したものと推測できる。 

   但し、運用上支障となる過大な挙動変化の形跡は見当たらなかったものの、ストラ 

クチャ、ストラクチャへの各架の取り付けにおいて十分な強度を有しているとはいえ 

ない施工・施工法も一部において見受けられた。 耐震上の確実な施工が望まれる。 

 

（２） 施設個所別の不具合状況 

   

（３） 施設毎の概要 

  以下に施設毎の主な被害状況を示す。 

調査期間　平成２３年０４月１３日～１６日

 6.5GHz多重無線装置 ３台

 12GHz多重無線装置 １台

 画像伝送路切替装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 6.5GHz多重無線装置 １１台

 12GHz多重無線装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 6.5GHz多重無線装置 ２台

 ディジタル端局装置 １台

 複合型多重端局装置 １台

 画像伝送路切替装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 6.5GHz多重無線装置 １台

 ディジタル端局装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 12GHz多重無線装置 １台

 ディジタル端局装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

 6.5GHz多重無線装置 １台

 デハイドレータ １台

 ストラクチャー取付状況 １式

 ケーブルラック取付状況 １式

 空中線系状態確認 １式

 鉄塔基礎状況 １式

   局名　気仙沼国道局

 

 仙台河川国道事務所
   気仙沼国道維持出張所

  局名　鍬台南局

 三陸国道事務所

 鍬台トンネル南換気所

 三陸国道事務所

 　釜石維持出張所

 局名　釜石国道局

  局名　三陸局

 三陸国道事務所

 北上川下流河川事務所

　 箟岳無線中継所

 局名　箟岳局

点 検 場 所

 北上川下流河川事務所

 局名　北上川下流局

 異常なし

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない 　

 '----------

 '----------

 異常なし

 異常なし

 エンドキャップの弛みあり。固定ボルトの残りが３ヤマ以下

 問題なし

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない  空中線の後方より、対向方向の確認が必要です。

 増し締めが必要です

 異常なし

 取付ボルトに緩み有り

無 線 設 備

 篦岳向空中線架台がずれた

 基礎ボルトに隙間あり。また基礎モルタルに亀裂あり

 再調整が必要です

 補修が必要です

不 具 合 内 容

 フレキシブル導波管に歪み有り

 フレキシブル導波管に歪み有り

 '----------

 異常なし

 異常なし

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない 　

 立架状態は良いが、津波による水没あり

 動作カウンター上、異常動作あり

 異常なし

 異常なし

 異常なし

 鉄塔下部からの目視点検上では異常は見られない 　

 フレキシブル導波管に歪み有り  正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

 立架に傾斜が見られる  手直しが必要です

 改修が必要です

 フレキシブル導波管に歪み有り  正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

 異常なし

 異常なし

 動いた形跡あり  問題なし

 異常なし

 異常なし

 異常なし

 フレキシブル導波管に歪み有り  正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

 筺体に凹みあるが、動作には問題なし  補修が必要です

 基礎モルタルに割れあり  補修が必要です

 正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

 フレキシブル導波管に歪み有り

 フレキシブル導波管に歪み有り

 異常なし

 押え金具のボルトに緩みがあり、壁面に損傷を与えた

 異常なし

 異常なし

 抑え金具の固定を、通しボルトへの変更が必要です

点 検 コ メ ン ト

 正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

 正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です

 正常動作しておりますが、フレキシブル導波管の手直しが必要です
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架台が動いた形跡有り
約200mm動き、約4.6°左へ

【北上川下流局】
フレキシブル導波管に歪み有り

箟岳向け空中線架台が左に動き、導波管にストレスが
かかっている。

他方向向け空中線においても移動した形跡有り

ストラクチャーが動いた形跡有り
立架・上部固定状況に異常なし
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【釜石国道局】
架の揺れにより、筐体のつぶれが有り

【箟岳】
ストラクチャがわずかに動き、壁面ボードを突き破っている。

フレキシブル導波管に歪み有り

導波管が振動した形跡有り 【三陸局】
ストラクチャ固定ボルトに緩みあり

三陸国道事務所玄関前の亀裂の状況
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【鍬台南局】
フレキシブル導波管に歪みあり

（３） 設備毎の不具合状況

【気仙沼国道】
局舎２Ｆ床上
1900mm位まで浸
水した形跡有り。

２Ｆ無線室の浸
水位置

隣接する気仙沼国道維持出張所構内
（津波の爪痕）

立架状況 【異常なし】

隣接する気仙沼国道維持出張所構内
（津波の爪痕）
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１－３－２ デジタル端局装設備等 

（１） 概 要 

① 装置架の設置状況 

    各装置架の設置状況については、地震動による影響は見受けられなかった。 

また、架の歪み架列間の床面、架上部のずれも見受けられなかった。 

 

② 装置架のパッケージの状況 

    各装置架のパッケージの抜出し等の異常はなかった。 

 

（２） 施設個所別の不具合状況  

点 検 場 所 設 備 名 称 等 不 具 合 内 容 等
北上川下流河川事務所 ディジタル端局装置(PDH)/EMPLX基本架(1)

ディジタル端局装置(PDH)/EMPLX基本架(2)

局名　北上川下流局 管理用施設情報接続装置(2.4G)/FS3000(2.4G)

管理用施設情報接続装置(150M)/FS3000(150M)

遠方監視制御装置/AS-30

河川画像伝送装置/FS3000

画像制御選択装置/PRIMERGY ES320(富士通)

VD-180(ｲﾒｰｼﾞﾆｸｽ),VSW-6464(ｲﾒｰｼﾞﾆｸｽ)

 

北上川下流河川事務所 ディジタル端局装置(PDH)/EMPLX基本架(1)

　箟岳無線中継所 ディジタル端局装置(PDH)/EMPLX基本架(2)

局名　箟岳局 ディジタル端局装置(PDH)/EMPLX基本架(3)

遠方監視制御装置/AS-30

三陸国道事務所 管理用施設情報接続装置(2.4G)/FS3000(2.4G)

管理用施設情報接続装置(150M)/FS3000(150M)

局名　三陸局 遠方監視制御装置/AS-30

地震情報設備/PRIMERGY TX150(富士通)

強震計(応用地震),ﾓﾃﾞﾑ(NEC),その他

遠方監視制御装置/AS-2032

画像配信設備/PRIMERGY TX200(富士通)

L3SW(富士通(cisco)),ﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾌｧｲｱｳｫｰﾙ(富士通)

　

三陸国道事務所 監視施設用小容量光伝送親装置(M-PON親装置)

　釜石維持出張所 小容量EMPLX1010B

　 自動交換装置/E-230

局名　釜石国道局 遠方監視制御装置/AS-30

強震計(応用地震),ﾓﾃﾞﾑ(NEC)

L3SW(富士通(cisco)),IPｴﾝｺｰﾀﾞ(富士通)

ディジタル端局装置/EMPLX1010B

　

三陸国道事務所 遠方監視制御装置/AS-30 　

　鍬台トンネル南換気所 小容量伝送装置EMPLX1010B 　機器架の設置状態は、異常ありませんでした。

局名　鍬台南局 　

仙台河川国道事務所 ディジタル端局装置/EMPLX

　気仙沼国道維持出張所 遠方監視制御監視装置/AS-30

機器架の設置状態は、異常ありませんでした。

機器架の設置状態は、異常ありませんでした。

 調査期間　平成２３年０４月１３日～１４日

機器架の設置状態は、異常ありませんでした。

機器架の設置状態は、異常ありませんでした。

2F機器室(床面から1.9m)まで水没したと見られ、機

器内は泥の残りが見えた。

 

 

（３） 施設毎の概要 

  以下に施設毎の主な状況を示す。 

　気仙沼国道局 　局名
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【北上川下流局】
装置架列の状況に異常なし

装置架列の水平状況に異常なし

架上部取付・ケーブル引込状況に異常なし
各種パッケージの状況（抜出し等の異常なし）

ﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾌｧｲｱ
ｳｫｰﾙ等、ＩＰ機器
においても設置
状況に異常なし

【三陸国道】 情報機器架においても架上部を
固定している。
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１－３－３ その他の情報処理設備 

（１） 概 要 

① 調査結果の概要 

  各装置架の設置状況については、地震動による影響は見られなかった。 

  架の歪み架列間の床面、架上部のずれも見受けられなかった。 

② 改善必要事項 

  ・機器の耐震固定がされていないものが見られた。 

  ・未固定の付属機器、未使用機器等が汎用棚に搭載されており、移動・落下等によ

り他の設備に損傷を与える懸念がある。 

・一部の小型汎用 IT 機器、IP ネットワーク機器等は、ラックにラックマウントせず

汎用棚に据え付けるなどの事例も見受けられた。加えて、当該汎用棚は床面、上

部ストラクチャに固定せずフリーアクセスに直接ボルト止めする等の簡易な据付

法を採っている事例も見受けられた。 

機器の利用目的（保有すべき耐震性の重要度区分）に応じた据付工法の採用が

望まれる。  

   ・簡易な固定ベルト、粘着シート等で小型汎用機器を固定している事例も多い。保

持すべき必要耐力と施工法が容易に評価・確認できる方策も必要である。 

 

（２） 調査結果   

 

 

（３） 施設毎の概要 

  以下に施設毎の主な被害状況を示す。 

点 検 場 所 設 備 名 称 等 不 具 合 内 容 等
北上川下流河川事務所

局名　北上川下流局

北上川下流河川事務所 通信網監視制御装置、ルータ

　箟岳無線中継所

局名　箟岳局

河川ﾃﾚﾒｰﾀ用μ－V中継装置 機器架及び内蔵機器の設置状況は、特に異常なし。

三陸国道事務所 HP画像配信処理部、道の駅ｻｰﾊﾞ ・機器架及び内蔵機器の設置状況は、特に異常なし。

 
局名　三陸局

　
三陸国道事務所

　釜石維持出張所

　

局名　釜石国道局

　

・道の駅ｻｰﾊﾞﾕﾆｯﾄ故障(画面出力NG)あり。(震災による

影響であるかは不明。ﾛｸﾞ解析必要)

仙人峠道路道路情報表示設備他、多重無線装置の後ろの

棚、三陸国道事務所～釜石港湾事務所ODT回線、光伝送装

置、カメラ受信装置、遠方監視制御装置、T-1通信用分電

盤、その他

・機器本体の状態は、異常ありませんでした。

・小型汎用ＩＴ機器等を汎用ラック搭載し、当該ラック

を転倒防止しているが、フリーアクセスに直接ボルト固

定する等簡易な施工法がとられている。

・小型IT機器等は耐震バンド、粘着テープ等で固定して

いるか劣化、締め付けの緩み等が見受けられた。

 調査期間　平成２３年０４月１３日～１４日

〔河川情報ｾﾝﾀｰ室〕

操作器、雨量・水位ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾘﾝﾀ(3台)、排水量ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾘﾝﾀ、

水質ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾘﾝﾀ、雨量ﾚｰﾀﾞ端末

〔通信機器室〕

雨水ﾃﾚﾒｰﾀ監視装置、画像選択装置

〔情報室〕

大型表示制御装置(3架)

〔災害対策室〕

大型表示制御装置(2架)、DLP50型8面ﾏﾙﾁ、天吊PDP50型(4

台)

・機器架及び内蔵機器の設置状況は、特に異常なし。

・通信機室入り口の壁にひびあり。

統一河川情報システム、北上大堰通信処理サーバ、河川

情報サーバ、河川用サーバ、電通サーバ、共聴設備、

ネットワーク機器、多重伝送装置、画像エンコーダ,CCTV

設備、大型表示設備等

・機器架、機器本体の状態は、異常ありませんでした。

・機器の耐震固定がされていないものが見受けられた。

・通信網監視制御装置の上の棚が傾いており、未固定の

未使用機器が落下した場合、通信網監視制御装置等を傷

付ける恐れがある。

39



【北上下流河川事務所】
機器の各装置架の設置状況については、

震災による影響は見受けられなかった。

２台連結のチューナがV字に曲がっている。
サーバ等が耐震固定されていないもの有り

【箟岳無線中継所】
通信網監視制御装置、ルータ架（通信網監視制御装置の
上の棚が傾いている）

【三陸国道事務所】

機器に異常はなかっ
たが耐震対策を施し
ていない機器も見ら
れた。
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【釜石維持出張所】
汎用ＩＴ機器を搭載するラックがフリーアクセスのみにボ
ルト接続されている。

【釜石維持出張所】
同上

41



１－３－４ 光ファイバ設備 

（１） 概 要 

①  光ファイバ線路監視装置の設置状況  

搭載架、搭載機器の外観異常、倒壊、傾き等は見られなかった。 

②  光ファイバ線路監視装置による線路状況の確認 

監視装置による光ファイバ損失確認及び、OTDR を用いて線路の状況を確認し、 

線路不具合・断線等を確認した。 

③ 当該調査個所においては、「地震による振動、地盤沈下、液状化などによる配管・

線路類の被害は少ない」との印象を受けた。 

④ 一方、津波被害は甚大で、津波被害を受けた地区における露出配管類は全損状態に

近い。加えて、地中埋設配管箇所においても道路構造が盛土、擁壁等で段差を形成

している個所にあっては甚大な被害を受けている。 

⑤ 津波被害軽減を考慮した配管工法の検討に際しては、以下が考えられる。 

・露出・地中配管共に海側部よりも山側部への施工が有利 

・橋梁添架は、桁構造にあって見通し線上において隠れる腹部への添架が有利 

但し、膨大な被害個所における極僅かの現地踏査の印象であり、更なる精査が必 

要である。「標準施工方法」に加え、現場条件に照らした最適な施工方法を選定で

きるよう、被害実態を克明に分析評価する必要がある。 

 

（２） 施設個所別の不具合状況 

光ファイバ線路監視装置及び現地踏査による不具合確認箇所の状況は以下のとお

りである。 

監視装置 測定装置 方路 芯線種別 異常有無 

北上川下流 

河川事務所 

北上川下流 

河川事務所 

鳴瀬堰方向 SM 18.5km 付近 断線 

鹿島台出張所方向 SM 18.5km 付近 重障害 

鳴瀬出張所方向 SM 18.5km 付近 断線 

飯野川出張所方向 SM 異常なし 

北上川下流方向 SM 異常なし 

北上川上流方向 SM 異常なし 

江合川方向 SM 異常なし 

旧北上川下流方向 SM 異常なし 

光中継増幅 

装置 

三陸国道事務所方

向 
DSF 

事務所より 15.1km 地点(R45)にて

重障害。 

鹿島台出張所 吉田川方向 SM 16.0km 付近 重障害 

鳴瀬川方向 SM 異常なし 

※：異常有無欄に記載してある距離は測定装置からの距離を示します。 
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監視装置 測定装置 方路 芯線種別 異常有無 

三陸国道事務

所 

三陸国道事務

所 
国道４５号上り SM 

37.0km 付近 断線 

0.1km 付近 断線  

国道４５号下り SM 
18.0km 付近 断線  

ただし仮復旧済 

国道４５号上り DSF 0.1km 付近 断線 

国道４５号下り DSF 
28.0km 付近 重障害 

25.5km 付近 中障害 

久慈維持出張

所 
国道４５号上り DSF 

15.0km 付近 中障害 

16.3km 付近 断線 

国道４５号上り SM 17.0km 付近 断線 

国道４５号下り DSF 18.0km 付近 軽障害 

国道４５号下り SM 
22km 付近 中障害 

42km 付近 中障害 

釜石維持出張

所 

国道４５号上り SM 7.3km 付近 断線 

国道４５号下り SM 7.9km 付近 断線 

大船渡維持出

張所 

国道４５号下り SM 28.0km 付近 断線 

国道４５号上り SM 6.0km 付近 断線 

国道４５号下り DSF 28.0km 付近 断線 

国道４５号上り DSF 6.0km 付近 断線 

 

① 現場踏査による被災概要 

場  所 被災状況 特記事項 

飯野川出張所 特になし  

鹿島台出張所 特になし  

鳴瀬川中流堰管理棟 地震、地盤

沈下による

ＭＨ管路口

のズレ 

・地震による地盤沈下の影響でＭＨ①にて、管路口のズレ

が生じていた。 

・管理棟職員の方に、現時点での通信の異常はないとの言

質を確認したが配管がつぶれている事が想定され、今後障

害が生じる恐れがある。 

大船渡維持出張所 特になし  

鍬台トンネル 特になし  

新仙人トンネル 

第二電気室 
特になし  

 

 

  

※：異常有無欄に記載してある距離は測定装置からの距離を示します。
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場  所 被災状況 特記事項 

国道 45 号大浜渡橋 特になし ・情報 BOX 配管は海側に添架されていた。耐火防護（配管

全体を覆っている）を施していた為、損傷がなかったが、

山側に添架されていた電力会社のFRP管は底部を削り落さ

れていた。津波のみを考慮すれば、山側に配管すべきだが

土石流も考慮すると桁下に配管をし、耐火防護することが

有効だと考えられる。 

国道４５号 254KP 

ＣＣＴＶ 
特になし  

国道45号256KP付近 津波により

壊滅状態 

・海岸線沿いの電柱の折損等によりケーブルが切断されて

いた。 

・情報 BOX 内のケーブルは移動は見受けられたが問題がな

かった。 

気仙沼国道維持出張

所 

津波により

壊滅状態 

・建屋内は津波の影響で壊滅状態だったが、光成端箱～屋

外立上り部までのケーブル及び心線は無事であった。しか

し、架空への立上り柱が折損した為ケーブルが切断されて

いた。前項同様、海岸線沿いのケーブルルートは地下化を

すべきと考えられる。 

・光ファイバ線路監視装置は津波により破損。 

柳津分流施設 特になし  

 

 

（３） 施設毎の概要 

  以下に施設毎の主な状況を示す。 
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【北上川下流河川事務所】
線路監視管理ｼｽﾃﾑに損傷は見当たらない。

【三陸国道事務所】
線路監視管理ｼｽﾃﾑに損傷は見当たらない。

【飯野川出張所】
光成端架：損傷形跡はないが、ケーブル防護がなされ

ていない。

【鳴瀬川中流堰管理棟】
約6cmの地盤沈下を確認

ハンドホール内の目視確認では被害を確認できなかった
が、管路口のズレ・管路のつぶれが懸念される。

【大船渡維持出張所】
ケーブルを外部から引っ張ったような「異常な緊張」は
ない。
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【R45  気仙大橋付近】 気仙町部望む
情報管路被害 （三陸国道（事））

【R45  川原川橋付近】
情報管路被害 （三陸国道（事））

【R45 沼田跨線橋付近】
情報管路被害 （三陸国道（事））

【R45  大浜渡橋】
耐火防護が被害を軽減 （三陸国道（事））

【R45  鳥谷坂橋付近】
情報管路被害 （三陸国道（事））

【R45 釜石警察署付近】
情報管路被害 （三陸国道（事））
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（３） 設備毎の不具合状況

【R45  吉里吉里海岸付近】
情報管路被害 （三陸国道（事））

【R45 陸前高田市内】 道の駅付近
海側の情報管路被害

【R45  築地付近】
情報管路被害 （三陸国道（事））

【R45  陸前高田市内】
情報管路被害

【R45  藤の川付近】
情報管路被害 （三陸国道（事））

【R45 陸前高田市内】 道の駅付近
山側（通信事業者）の管路被害

※ ： 三陸国道事務所から借用を受けた写真は、「（三陸国道（事））」と明示した。
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１－３－５  CCTV カメラ設備 

（１） 概 要 

① 調査結果の概要 

・調査した設備においては、地震動の影響による機器の移動・転倒はなかったが、

屋内架のぐらつき、実装機器の収納棚からのずれ、付属機器の一部落下があった。 

・現場カメラ端末設備においても外観上からは問題は見当たらなかった。 

・津波被害を直接受けているところは、水没・装置倒壊の被害を受けており、再使

用ができない状況であった。 

② 改善必要事項 

・屋内機器の据付箇所の増し締め、点検が必要である。 

・付属機器において内部実装機器のズレや収納棚からの落下などが見受けられた。 

 

（２） 施設個所別の不具合状況 

 

 

（３） 施設毎の概要 

  以下に施設毎の主な被害状況を示す。 

対象機器 特記事項

CCTV制御装置
・チャンネルベースと架を固定するナットが緩ん
でいる。

CCTV制御装置２ ・内部実装機器が収納棚から落下している。

CCTV制御装置 ・内部実装機器の位置のズレが発生している。

操作室(4F) 操作卓
・実装機器（端子部）の位置のズレが発生して
いる。

CCTV制御装置(1)

情報ｺﾝｾﾝﾄ制御装置
（４連架）

鳴瀬中流堰（北上川下流
河川事務所）

通信機器室 CCTV制御装置 ・制御装置、カメラ端末共に異常なし

大船渡維持出張所（三陸
国道事務所）

無線室(1F) CCTV制御装置 ・制御装置に異常なし

鍬台トンネル（三陸国道
事務所）

南口換気所 坑口カメラ ・カメラ端末に異常なし

新仙人トンネル 第２電気室 坑口カメラ ・カメラ端末に異常なし

三陸国道事務所 データロガ室 ＣＣＴＶ制御装置 ・制御装置に異常なし

釜石維持出張所 無線室(2F) CCTV制御装置 ・制御装置に異常なし

釜石市大浜渡橋付
近

情報板カメラ端末 ・情報盤基礎の土が津波で流されている。

宮古市金浜宮古南
付近

カメラ端末
・点検台の手摺にタオルがひっかかっており、水
没した可能性あり。
・機側装置の屋根が歪んでいる。

無線局舎 CCTV制御装置
・中継所の２階まで水没しており、ＣＣＴＶ制御
装置も水没。

執務室(1F) モニタ１、２
・出張所執務室は津波で流されており、装置も
破損。

・内部実装機器の位置のズレが発生している。

気仙沼国道維持出張所
（仙台河川国道事務所）

カメラ端末（三陸国道事
務所）

調査場所

飯野川出張所
（北上川下流河川事務
所）

無線室(4F)

鹿島台出張所（北上川下
流河川事務所） 通信機器室
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【飯野川出張所】
チャンネルベースと架を固定するナットが緩んでお

り、上部を手で揺らすと３～４ｃｍほど上部がゆれる。

【釜石市大浜渡橋付近 情報板ｶﾒﾗ端末】
情報盤基礎の土が津波で流されている。

【宮古市金浜宮古南付近 カメラ端末】
・点検台の手摺にタオルがひっかかっており、水没した
可能性あり。
・基礎含め外観上の問題は特に無いが、機側装置の
屋根が歪んでいる。

【飯野川出張所】
内部実装機器が収納棚から落下している。

【飯野川出張所】
内部実装機器の位置のズレが発生している。

【鹿島台出張
所】
内部実装機

器の位置の
ズレが発生し
ている。
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モニタ１、２（出張所１Ｆ）
・事務室（１階建て）は津波で流されており、装置も破損
している。

【気仙沼国道維持出張所】
・事務室（１階建て）はすべて津波で流された。

【気仙沼国道維持出張所】
・中継所の２階まで水没しており、ＣＣＴＶ制御装置も
水没している。
・赤のラインまで水没している跡あり。
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１－３－６ 河川／道路付属設備 

（１） 概 要 

・調査した設備においては、地震動の影響による機器の移動・転倒はなかったが、屋

内架においては据え付けボルトのゆるみなどが発生していた。 

  特に下部固定のみとし、上部固定を施していない架については、再点検が必要。 

・ディスプレイ、付属機器等の固定法の再点検が必要。 

・津波被害を受けた設備については全損状態である。 

 

（２） 施設個所別の不具合状況 

 
 

（３） 施設毎の概要 

  以下に施設毎の主な状況を示す。 

国道４５号線

釜石山田道路

釜石市鵜住居町

 (大浜渡橋詰)

道路情報板／ＣＣＴＶ

／橋梁照明

設備の損傷が認められ

ます。

・電源・通信の引込線無し

・垂直が取れていません。

(倒壊の恐れ)

・引き込み開閉器盤ほか故障

国土交通省

東北地方整備局

三陸国道事務所

宮古維持出張所

道の駅「みや

照明設備 設備倒壊

事務所名

国道２８３号線

仙人峠道路

新仙人トンネル

国道４５号線

宮古道路

宮古市金浜地内

点検コメント

・3Fに設置されている副制御

装置の据付ボルトのナットが

1箇所外れていました。ま

た、残り3箇所についてもゆ

るんでいるため再点検が必

要。

不具合内容

特にありません。 異常なし。

ＣＣＴＶ

・電源・通信の引込線無し

・制御盤故障の可能性

道路情報板／道路照明

・倒壊しています。

国道４５号線

大船渡三陸道路

鍬台トンネル

１階　電気室

２階　換気室

３階　制御室

設備の損傷は見受けら

れませんでした。

・1階の直流盤でﾊﾞｯﾃﾘｰ故障

・トンネル照明自動調光装置

の時刻・曜日の設定が狂って

います。

設備の損傷は見受けら

れませんでした。

設備の損傷が認められ

ます。

設備の損傷が認められ

ます。

国道４５号線

釜石山田道路

宮古市津軽石地

内

津波警報板設備

仙人トンネル

第２電気室

新仙人トンネル坑口

（滝観洞トンネル側）

　照明器具が落下し、ポールが

倒壊しています。

設備所見

道路情報板／ＣＣＴＶ

／道路照明

　

調査対象設備

・各機器の再点検が必要。

・トンネル照明T1L-5が不

点。

・No,2取水ポンプ故障

・配水本管引出口（ﾌﾗﾝｼﾞ漏

れ確認）

・消火ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤扉歪み

・火災検知器感知部汚損

・坑外灯の化粧板が破損して

います。
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【鍬台トンネル】
副制御装置据付ボルトのナットが一箇所外れてい

た。残り３箇所のナットも緩んでいた。

【片岸（下り）情報板／カメラ端末】
情報盤基礎が津波で露出している。

【大浜渡橋付近 照明柱】
津波により照明基礎が流出

【仙人トンネル第２電気室】
消火ポンプ制御盤 配水本管引出口

盤扉ゆがみ（開閉動作が困難）

【仙人トンネル第２電気室】
排水管に歪みが発生

【【仙人トンネル】
坑外灯の基礎部（化粧）が損傷
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【（宮古市内 車両重量計測計設置場所） 照明灯】
津波により、開口部より破断

【（宮古市内 車両重量計測計設置場所） 金浜（下り）
情報板】

津波により倒壊

【気仙沼地区 情報板】
基礎ボルトに緩み（手で回る）

【破断した情報板支柱
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１－３－７  電力設備 

（１） 概 要 

1-1 受変電設備 

調査した１１箇所の内、津波被害を受けた気仙沼国道維持出張所、無線局舎を除

き、北上川下流河川事務所において屋外受配電設備に盤扉の開閉がひっかかる等、

地震動による影響と思われる損傷を確認したが、運用には支障はなかった。 

他の施設においては盤、機器の変形、据付ボルト、ナットの緩みも無く、異常は

確認できなかった。 

 

1-2 予備発電設備 

① 調査した１１箇所の内、気仙沼国道維持出張所、無線局舎を除く、鹿島台出張

所、鳴瀬川中流堰では地盤沈下により、地下燃料タンクと建屋のフレキ配管に緊

張が生じていた。交換等の対策が必要である。 

② 上記を除き、予備発電設備には補機、付帯設備を含め異常は見られなかった。 

③ 商用停電から復電までに一週間程度を有した地区も多く、結果的に予備発電機

の燃料切れにより停電した施設もある。 

     加えて、「発災直後の燃料不足時においては「軽油」は少量ながら入手が可能で

あったものの、「A 重油」は入手困難であった」との報告を三陸国道事務所より受

けた。 油種及び貯蔵に加え、発電機負荷の選択配電等による運転継続時間の延

長化、連続運転可能時間の再評価が必要である。 

 

1-3 無停電電源装置、直流電源装置 

調査した 10 箇所では、気仙沼国道維持出張所、無線局舎を除く、無停電電源装

置、直流電源装置共に、部品の破損／脱落など無く正常な運転を継続しており異

常は見られなかった。 
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（２） 調査対象設備 

 

 

（３） 施設個所毎の概要 

  以下に施設毎の主な状況を示す。 

事務所名 施設名
受変電設

備
予備発(ｶﾞ
ｽﾀｰﾋﾞﾝ)

予備発
(ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ)

無停電電
源装置

直流電源
装置

その他

事務所 ○ ○ ○ ○

北上大堰 ○ ○ 　 ○

飯野川出張所 ○ 　 　 　 　

鹿島台出張所 ○ 　 ○ ○ ○

鳴瀬川中流堰 ○ ○ ○ 　

箟岳無線中継所 　 ○ 　 ○

事務所 ○ ○ ○ ○

大船渡維持出張所 ○ 　 ○ 　 　

釜石維持出張所 ○ 　 ○ 　 ○

鍬台トンネル南電気室 ○ 　 ○ ○ 小水力発電

新仙人トンネル第二電気室 ○ 　 ○ 　

※気仙沼国道維持出張所 　 　 ○ 　 　

※気仙沼国道無線中継所 ○ 　 ○ 　 ○ 気仙沼国道維持出張所構内

北上川下流
河川事務所

三陸国道事
務所

仙台河川国
道事務所

※気仙沼国道維持出張所、気仙沼国道無線中継所は同一敷地内に存在し、いずれも津波により損壊（浸水）の被害を受けた。
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（１） 受変電設備

【北上川下流河川事務所】
・電力引込電柱の支線にたるみあり。屋外高圧受電盤、屋外電源切替盤の裏面外扉の開閉に引っかかり。
・屋外動力変圧器盤、屋外電灯変圧器盤の表面内扉閉まらず等、地盤変異等の影響が考えられる。

【北上大堰】
異常なし

【北上大堰】
異常なし

【三陸国道事務所】
異常なし

【新仙人トンネル】
異常なし
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（２） 予備発電設備

【北上川下流河川事務所】

外観、盤内機器、補機類等に異常なし

【北上大堰】
減速機、パッケージ床面に潤滑油漏れ

【鹿島台出張所】
地下燃料タンクからの配管のフレキ部分が敷地内

地盤沈下（１０～１５ｃｍ）にて下部へ引張られ、緊張
状態となっている。

【鳴瀬川中流堰】
地下燃料タンクからの配管のフレキ部分が敷地内

地盤沈下（１０ｃｍ）にて下部へ引張られ、緊張状態
となっている。

【北上川下流河川事務所】
外観、盤内機器、補機類等に異常なし

【気仙沼国道（出）　無線局舎（１F）】
地震動の影響はないと思われるが、津波で水没し、
資料などが散乱している。
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（３） 無停電／直流電源装置

【北上大堰】
外観、盤内機器類に異常なし

【鹿島台出張所】 （直流電源装置）
外観、盤内機器類に異常なし

【鹿島台出張所】 （無停電電源装置）
装置、外観に異常なし。

但し、蓄電池の電極部に結晶が発生しており、経年
劣化と思われる。

【鳴瀬川中流堰】 （無停電電源装置）
装置、外観に異常なし

【新仙人トンネル第２電気室】 （無停電電源装置）
装置外観に異常なし
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１－３－８ 通信鉄塔 

（１） 概 要 

北上川下流河川事務所他、5 か所の調査を行った。 

いずれも地震動による顕著な構造上の損傷は見当らなかった。 

但し、北上川下流河川事務所と箟岳無線中継所鉄塔のアンカーボルトに緩みが生じて

いたため、ボルトの増し締めが必要である。 

特に、北上川下流河川事務所は鉄塔北側のアンカーボルトが 3 本（0.5～2ｍｍ）浮

いていた。地震時の動的荷重（繰返し変動荷重）によりアンカーボルトの一部に降伏

点を超えるような引張りが生じ、若干塑性化したと思われる。鉄塔上部のボルトが緩

んでいることも懸念されることから、アンカーボルト及び鉄塔部材接合ボルトの増し

締めが必要である。 

また、4 ヶ所で鉄塔柱脚部の仕上モルタルに割れが生じていた。地震動、凍結のいず

れが要因かは不明であるが、仕上げモルタルはアンカーボルトを保護するものである

ため補修が必要である。 

 なお、今回の調査においては、津波被害を基部に受けた鉄塔はない。 

  地震における鉄塔の被害が少なかった要因として、短周期成分が卓越した強震動

であったことが考えられるが、今回の最大加速度は 3 方向合成で 2933gaｌであった。

これは、兵庫県南部地震の 3 倍以上であり、様々な方面からの分析結果を加え、振動

と耐震性能の関係を分析・評価する必要がある。 

 

（２） 調査対象施設 

 

調査場所 鉄塔構造・諸元等 調査結果

 北上川下流河川事務所 　塔高　：　45.6m 　 （地上高　58.0m） ・北側アンカーボルト3本にポルトの浮きが発生（0.5～2mm）

　配置　：  2F無線局舎屋上 ・柱脚部の仕上げモルタルに割れが発生

 局名　北上川下流局 　形式　：  パイプトラス ・箟岳向けアンテナが20cm程度動いた形跡有り

・塔上部のボルト緩みの点検が必要

 北上川下流河川事務所 　塔高　：　38.0m 　 （地上高　38.5m） ・北側アンカーボルト3本にポルトの浮きが発生（0.1～0.2mm）

　 箟岳無線中継所 　配置　：  地上式 ・柱脚部の仕上げモルタルに割れが発生

 局名　箟岳局 　形式　：　アングルトラス ・塔上部のボルト緩みの点検が必要

 三陸国道事務所 　塔高　：　34.3m 　 （地上高　46.2m） ・鉄塔本体、柱脚部ともに異常なし　

　配置　：  3F庁舎屋上

  局名　三陸局 　形式　：　パイプトラス

 三陸国道事務所 　塔高　：　42.5m 　 （地上高　51.2m） ・柱脚部の仕上げモルタルに割れが発生

 　釜石維持出張所 　配置　：  2F無線局舎屋上

 局名　釜石国道局 　形式　：　アングルトラス

 三陸国道事務所 　塔高　：　15.0m 　 （地上高　15.15m） ・柱脚部の仕上げモルタルに割れが発生

 鍬台トンネル南換気所 　配置　：  地上式

  局名　鍬台南局 　形式　：　アングルトラス

 仙台河川国道事務所 　塔高　：　30.0m 　 （地上高　37.2m） ・鉄塔本体、柱脚部ともに異常なし　

 気仙沼国道維持出張所 　配置　： 2F無線局舎屋上 ・津波がGL＋5.4mの高さまで到達しているが

   局名　気仙沼国道局 　形式　：　アングルトラス 　鉄塔柱脚部には達しなかった。

　　調査期間　平成２３年０４月１３日～１６日

 

（２） 施設個所毎の概要 

  以下に施設毎の主な状況を示す。 

59



【北上川下流河川事務所】
鉄塔北側のアンカーボルトが3本（0.5～2ｍｍ）浮い

ていた。地震時の動的荷重（繰返し変動荷重）により
アンカーボルトの一部に降伏点を超えるような引張り
が生じ、若干塑性化したと思われる。鉄塔上部のボ
ルトが緩んでいる危険性も考えられるため、アンカー
ボルト及び鉄塔部材接合ボルトの増し締めが必要で
ある。

【三陸国道事務所】
今回の地震による損傷は鉄塔本体、柱脚部共に認め

られなかった。

【箟岳無線中継所】

鉄塔北側のアンカーボルトが3本（0.1～
0.2ｍｍ）浮いていた。
地震時の動的荷重（繰返し変動荷重）に

よりアンカーボルトに緩みが生じたと思わ
れる。鉄塔上部のボルトが緩んでいる危
険性も考えられるため、アンカーボルト及
び鉄塔部材接合ボルトの増し締めが必要
である。

【釜石維持出張所】
柱脚部の仕上モルタルに割れが生じていた。鉄塔の

耐力に直ちに問題はないが、アンカーボルトを保護する
ものであるため、早目の補修が必要である。
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【鍬台トンネル】
柱脚部の仕上モルタルに割れが生じていた。鉄塔の

耐力に直ちに問題はないが、アンカーボルトを保護す
るものであるため、早目の補修が必要である。

【気仙沼国道無線中継所】
地震による損傷は鉄塔本体、柱脚部共に認められな

かった。
また、津波がＧＬより5.4ｍの高さまで到達したが、鉄塔

には達しなかった。

モルタル割れ

モルタル割れ

損傷なし

損傷なし
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２．調査団構成及び調査日程 

 

２－１ 調査団参加者 

 調査に参加したメンバーは、次の各社に属する(社)建設電気技術協会 専門委員及び

事務局である。（敬称略、五十音順） 

 

 アンリツ㈱、岩崎電気㈱、沖電気工業㈱、㈱加藤電気工業所、㈱協和エクシオ、㈱ケ

ーネス、小糸工業㈱、サンケン電気㈱、㈱ＧＳユアサ、星和電機㈱、㈱ティー・アンド・

ティー、㈱テクノプラン、電設コンサルタンツ㈱、㈱東芝、名古屋電機工業㈱、日本コ

ムシス㈱、日本電気㈱、日本無線㈱、㈱日立国際電気、㈱日立製作所、富士通㈱、富士

電機㈱、古河電気工業㈱、三菱電機㈱、㈱明電舎 

 

 

２－２ 第一陣調査団の調査対象施設及び所在地 

・主な調査対象施設 

1) 多重無線通信設備 

2) デジタル端局設備 

3) 光ファイバ設備 

・光ファイバ線路監視装置 

・光ファイバ線路 

4) その他の情報通信設備 

 

 

・調査場所及び主な調査施設を表2-2-1に示す。 

・主な調査場所の位置図を図2-2-1に示す。 
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表2-2-1 調査場所及び主な調査施設  

 

所属 調査場所 所在地 主な調査対象設備 本震の震度階

東北地方整備局（本局） 通信機械室

災害対策室（機器室）

 宮城県仙台市青葉区二日町9番

15号

多重無線通信設備

デジタル端局設備

光ファイバ線路監視装置

光ファイバ線路

その他の情報通信設備

６弱

岩手河川国道事務所 一関出張所 岩手県一関市狐禅寺字石ノ瀬

155-81

多重無線通信設備

デジタル端局設備

光ファイバ線路

その他の情報通信設備

５強～６弱

仙台河川国道事務所 古川国道維持出張所 宮城県大崎市古川北稲葉二丁目

6-33

多重無線通信設備

デジタル端局設備

光ファイバ線路監視装置

光ファイバ線路

その他の情報通信設備

６強

仙台河川国道事務所 青葉山無線中継所 宮城県仙台市青葉区富沢字金剛

沢９４－２石塚

多重無線通信設備

デジタル端局設備

その他の情報通信設備

６弱

仙台河川国道事務所 通信機械室 宮城県仙台市太白区郡山五丁目

6-6

デジタル端局設備

光ファイバ線路監視装置

光ファイバ線路

その他の情報通信設備

５強

仙台河川国道事務所 石塚無線中継所 宮城県仙台市太白区郡山五丁目

６番６号

多重無線通信設備

その他の情報通信設備

５強

仙台河川国道事務所 岩沼出張所 宮城県岩沼市館下一丁目2-9 多重無線通信設備

デジタル端局設備

光ファイバ線路監視装置

光ファイバ線路

その他の情報通信設備

６弱

仙台河川国道事務所 岩沼国道維持出張所 宮城県岩沼市末広一丁目6-24 多重無線通信設備

デジタル端局設備

光ファイバ線路

その他の情報通信設備

６弱

福島河川国道事務所 通信機械室 福島県福島市黒岩字榎平36 多重無線通信設備

デジタル端局設備

光ファイバ線路監視装置

光ファイバ線路

その他の情報通信設備

５弱～５強

福島河川国道事務所 笹森山無線中継所 福島県福島市松川町大字水原南

沢

多重無線通信設備

デジタル端局設備

その他の情報通信設備

５弱～５強

3/30(水) 郡山国道事務所 通信機械室 福島県郡山市安積町荒井字丈部

内28番1号

多重無線通信設備

デジタル端局設備

光ファイバ線路監視装置

光ファイバ線路

その他の情報通信設備

６弱

　

3/28(月) 

3/29(火) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　注：各地の震度階のうち、気象庁発表地名に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　存在しないた地区は、周辺地域より推定した。
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主な調査位置図 図2-2-1 
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２－３ 第二陣調査団の調査場所及び日程等 

・調査場所及び調査日程を表2-3-1に示す。 

・主な調査場所の位置図を図2-3-1に示す。 

・主な調査場所の所在地及び対象設備を表2-2-3に示す。
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表2-3-1 調査場所及び調査日程  

４月１２日（火）
9:00 （社）建設電気技術協会前：集合
9:30 （社）建設電気技術協会前：発

15:50 東北地方整備局着
16:30 東北地方整備局発
19:00 花巻市の宿泊所：着

４月１３日（水）  
7:30 花巻市の宿泊所：発 7:30 花巻市の宿泊所：発

10:50 北上川下流河川（事）：着、対象設備の調査実施 10:00 飯野川（出）：着、管内対象設備の調査実施
13:00 北上川下流河川(事）：発  （北上大堰施設含む）
14:00 箟岳(中）：着、対象設備の調査実施 13:30 鹿島台出張所着
15:30 箟岳（中）：発 15:20 鳴瀬中流堰（鹿島台出張所）着
19:00 花巻市の宿泊所：着 16:30 鳴瀬中流堰（鹿島台出張所）発

  19:00 花巻市の宿泊所：着

４月１４日（木）  
7:00 花巻市の宿泊所：発 7:00 花巻市の宿泊所：発

10:30 三陸国道（事）：着、対象設備の調査実施 9:50 大船渡維持出張所着
12:30 三陸国道（事）：発 11:00 鍬台トンネル(大船渡維持出張所)着
13:30 釜石維持（出）：着、管内対象設備の調査実施 14:00 仙人トンネル(釜石維持出張所)着　
14:30 釜石維持（出）：発 15:30 仙人トンネル(釜石維持出張所)発　
19:00 花巻市の宿泊所：着 17:30 花巻市の宿泊所：着

４月１５日（金）  
7:00 花巻市の宿泊所：発 7:00 花巻市の宿泊所：発
9:30 気仙沼国道無線中継所　 9:30 釜石市内着（国道45号北上）　

10:20 R45(気仙沼付近)道路情報板 10:00 水海水門遠隔操作所（県管理）
10:50 R45(田中TN付近)道路情報板CCTV 10:40 大浜渡橋
12:40 R45(広田湾付近)道路情報板 12:30 津波警報板
13:30 R45(長部漁港付近)道路監視CCTV　 14:00 道の駅「みやこ」　　
19:00 花巻市の宿泊所：着 17:30 花巻市の宿泊所：着

7:00 花巻市の宿泊所：発
10:05 鍬台トンネル
13:00 陸前高田市街：道路情報板
13:40 陸前高田市街：情報BOX
15:00 気仙沼国道無線中継所
16:00 花巻市の宿泊所：着

４月１６日（土）  
7:00 花巻市の宿泊所：発 7:00 花巻市の宿泊所：発
9:00 北上川下流河川管内：着、津波被害調査 9:30 気仙沼市内着（国道45号南下）

16:00 北上川下流河川管内：発 9:40 気仙沼国道出張所
19:00 花巻市の宿泊所：着 13:00 北上川分流施設

17:00 花巻市の宿泊所：着

４月１７日（日）
7:30 花巻市の宿泊所：発

14:30 （社）建設電気技術協会前：着、打合せ
17:00 （社）建設電気技術協会：解散

調査場所
日時

 左に同じ

 左に同じ

電気通信施設の被害（現地）調査【第二陣】　行程表

Ａ-1班

Ａ-2班

日時
A　　班

調査場所
B　　班

 

 

66



図2-3-1 主な調査場所の位置図 
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表2-3-3 主な調査場所の所在地及び対象設備 
  

所属 調査場所 所在地 調査対象設備 本震の震度階 

北上川

下流河

川事務

所 

北上川下流河

川事務所 

宮城県石巻市蛇田字新下沼８０ ・多重無線設備 

・デジタル端局装置 

・遠方監視制御装置 

・画像伝送通信路切替装置 

・画像制御選択装置 

・その他の情報設備 

・CCTV設備 

・光ファイバ設備 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備 

・通信鉄塔   

5弱～6弱 

北上大堰 宮城県石巻市成田地内 ・堰関連施設 

・CCTV端末 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備 

5弱～6弱 

飯野川出張所 宮城県石巻市成田字根岸山畑

５-７ 

・CCTV制御設備 

・CCTV端末 

・その他の情報設備 

・屋外配管 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備  

5弱～6弱 

鹿島台出張所 宮城県大崎市鹿島台木間塚字

小谷地４９６－１ 

・多重無線設備 

・河川監視用モニター 

・CCTV制御設備 

・情報コンセント制御設備 

・その他の情報設備 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備  

6強 

鳴瀬川中流堰 宮城県遠田郡小牛田町不動堂

地内 

・CCTV制御設備 

・CCTV端末 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備 

・屋外配管  

5弱～6強 

箟岳無線中継

所 

宮城県遠田郡涌谷町内 ・多重無線設備 

・デジタル端局装置 

・遠方監視制御装置 

・河川テレメータ中継装置 

・その他の情報設備 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備 

・通信鉄塔   

6強 

古川警報所 宮城県大崎市古川江合字宅地 放流警報設備 6強 

湧谷警報所 宮城県遠田郡涌谷町涌谷字下

町１－２ 

放流警報設備 6強 

北上川分流施

設周辺 

宮城県遠田郡涌谷町追廻町地

内 

・水位計 

・CCTV端末 

6強 
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仙台河

川国道

事務所 

気仙沼国道無

線中継所 

気仙沼市赤岩迎前田１２７ 

(気仙沼国道維持出張所内) 

・多重無線設備 

・デジタル端局装置 

・CCTV制御設備 

・出張所内モニター装置 

・その他の情報設備 

・光ファイバ設備 

・光ファイバ設備(屋外配管) 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備 

・通信鉄塔  

6弱 

三陸国

道事務

所 

三陸国道事務

所 

岩手県宮古市藤の川４-１ ・多重無線設備 

・デジタル端局装置 

・遠方監視制御装置 

・画像伝送通信路切替装置 

・画像配信設備 

・地震計 

・CCTV制御設備 

・CCTV操作端末 

・その他の情報設備 

・光ファイバ設備 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備 

・CCTV設備 

・通信鉄塔   

5弱～5強 

大船渡維持出

張所 

岩手県大船渡市立根町字中野

２７ 

・CCTV制御設備 

・屋外配管 

・その他の情報設備 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備  

5弱～6弱 

釜石維持出張

所 

岩手県釜石市大字平田第３地

割６１-７２ 

・多重無線設備 

・デジタル端局装置 

・遠方監視制御装置 

・自動交換装置 

・地震計 

・CCTV制御設備 

・その他の情報設備 

・光ファイバ設備 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備 

・通信鉄塔 

5強～6弱 

鍬台トンネル

(南電気室)  

Ｒ４５、大船渡市と釜石市との境

界 

・多重無線設備 

・デジタル端局装置 

・遠方監視制御装置 

・CCTV端末 

・光ファイバ設備(屋外配管) 

・トンネル非常警報設備 

・その他TN用情報設備 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備 

・小水力発電設備 

・通信鉄塔  

5弱～6弱 
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新仙人トンネ

ル 

(第二電気室) 

Ｒ２８３、気仙郡住田町と釜石市

との境界 

・トンネル非常警報設備 

・その他TN用情報設備 

・CCTV操作端末 

・CCTV端末 

・受変電設備 

・予備発電設備 

・電源設備 

・光ファイバ設備(屋外配管)  

5弱～6弱 

R45路

上設備 

南三陸町～宮古市に至るR45路上設備 ・CCTVカメラ端末 

・道路情報表示板 

・情報管路 

・光ファイバケーブル 

・その他道路付属設備  

  

                                  注：各地の震度階のうち、気象庁発表地名に 

                                   存在しない地区は、周辺地域より推定した。 

 

70



 

３．地震及び地震動、津波の特性 

 

 気象庁は、2011年3月11日14時46分に発生した「東北地方太平洋沖地震」における各地の

震度階を発災後直ちに発表するとともに、その後においても観測点の観測データの精査が

行われており、各地の震度階が明らかになりつつある。 

本報告においては、平成23年3月30日に発表された「「平成23 年（2011 年）東北地方太

平洋沖地震」により各地で観測された震度について」で示された震度階を用いる。 

また、当該地震の規模はマグニチュード9.0と非常に大きく、巨大な断層がずれ動く時間

も長かったと考えられ、各地での地震の揺れが長く続いたことから「各地の揺れの状況」

に関するデータが平成23年3月25日に発表されている。 

 

http://www.jma.go.jp/jma/press/1103/30d/kaisetsu201103301800.pdf#search='気象

庁東北地方太平洋沖地震各地の震度階' 

http://www.jma.go.jp/jma/press/1103/25a/kaisetsu201103251030.pdf#search='気象

庁各地の揺れの状況' 

 

 

また、独立行政法人防災科学技術研究所は「東北地方太平洋沖地震」について2011年3

月25日に東北地方太平洋沖地震について（速報）」を発表している．また、当該地震に対す

る強震動観測結果を「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震による強震動」として平

成23年3月13日に発表している。 

 

http://www.bosai.go.jp/news/oshirase/20110323_01.pdf 

http://www.bosai.go.jp/news/oshirase/20110315_01.pdf 
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４．今後の課題 

 

（１） 地震動被害への対応（電気通信施設） 

宮城県栗原市築館で震度7の激震を観測し、過去に類を見ない加速度

（2933gal,三成分合成値）を記録したが、国土交通省の電気通信施設の地震

振動による被害は比較的軽度な被害に止まった。一般建築物・構造物におい

ても、軽度の被害に収まりそうであるとし、その要因を「今回の地震は、短

周期成分が卓越した強震動であり、建物に影響与える波長よりも短かったこ

とが被害を少なくした。」する報告が多い。 

  地震動による電気通信機器の被害は、地震の周波数成分と建物・電気通信

機器の固有周期の関係が大きく影響する。各方面の地震動の解析、一般建築

物・構造物の被害分析、更には今回の地震を受けての基準改定動向に注視し、

電気通信機器の耐震設計に反映させることが必要である。 

今回実施した現地調査及び東北地方整備局の報告によると、地震動によっ

て機能停止した電気通信機器は限定的な範囲に止まった。加えて適切な耐震

対策（施工）を施した多重無線通信設備等においては損傷程度も軽微であっ

た。 

一方、十分な耐震対策を施していなかった通信設備以外の情報機器、付属

装置等において限定的ではあるが筐体損傷、歪み等の損傷を受けた。 

以下に今後検討すべき課題を示す。 

 

① 「重要度Ｃ」に該当する設備の耐震施工の徹底 

国土交通省が定める耐震基準においては、防災対策の面から設備の重

要度に応じて上位から「Ａ，Ｂ，Ｃ」の３段階に区分している。今回の

被害では「重要度Ａ，Ｂ」に該当する設備の被害は少なく、且つ概ね満

足できる施工が施されているが、「重要度Ｃ」の設備においては十分な対

策が施せていない事例も見られた。「重要度Ｃ」に適合する確実な施工が

必要である。 

② 上部ストラクチャの耐震性能の確保 

多くの情報通信機器は２ｍ程度の架構造となっており、下部を床面、

上部はアングル形鋼等で構成するストラクチャを介して壁面と固定する

据付法をとっている。しかし、ストラクチャの形状は部屋の広さ、設置

する機器の第数、形状等により一様でなく、構造設計も経験に委ねる部

分が多く、既存ストラクチャを用いて新たな機器増設を行う頻度も多い。 

経験に委ねず、増改造及び耐震性能確保が容易なストラクチャの設計、

施工の要領等を策定することが望まれる。      

③ 上部固定を採用していない情報機器に対する振れ止め（上部固定）対策 
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自立構造の筐体は、上部を固定せずとも床面固定のみで自立する。床

面のみの固定は地震動時に上部が揺れ、隣り合う架との衝突、架自体の

歪みが生じやすい。 

しかし、重要度Ｃの機器は重要度Ｂ等と比べ求める耐震要求性能が低

いことから、床面固定のみで据付けている場合も多い。 

重要度に応じた施工に加え、一定の高さを超える架にあっては上部固

定を義務化する等、耐震性能の余裕確保に努めることが望ましい。 

④ 耐震性能を満足する汎用ラックの活用 

ＩＴ機器等は専用架を用いず汎用ラックに実装する事例が多い。 

「重要度」に適合する※NEBS規格やその他耐震性能を満足するラック

選定、据付、機器実装が必要である。 

⑤ 未固定機器、付属物等に対する耐震施工の徹底 

 通信機器室内に耐震対策の未施工機器・装置等が混在し、未施工機器 

等の移動、転倒等により、対策機器に悪影響を与えることが懸念される。 

最低限施工すべき実施例、区分け等の検討が必要である。 

⑥ 災害対策機器の有効性を考慮した更なる高可用性の向上 

 CCTVカメラ等の情報機器は災害対策においては当該設備の整備目的を

超えた有効性を発揮する場合が多い。災害対策における情報機器の有効

性を事例評価し、当該設備の設置目的に加え、災害対策時の活用事例を

考慮した更なる高可用性の確保方策について検討が望まれる。 

⑦ 記憶媒体機能付き現地端末機器の採用 

    現地端末機器は伝送路が不通となっても端末自体は機能している場合

が多い。 

近年の記憶媒体の大容量化や蓄電池の高性能化により、端末自らが自

立機能を有し記憶媒体に情報記録する機能を付加することで、事後回収

時にスキップバック再生が可能となり、後の災害検証に役立てることが

期待できる。 

また、重要拠点については、端末機器の地震動対策の他津波による流

出防止策と合わせ伝送路の無線化等の手法も検討が必要である。 

 

（２）地震動被害への対応（通信鉄塔） 

①  長周期地震動等、振動周期による通信鉄塔影響度の検討 

今回の地震においても、関東（千葉・新宿）等で長周期地震動が観測さ

れた。羽沢無線中継所（関東地方整備局管内）のシリンダー鉄塔では今回

の地震時に「すりこぎ」のような挙動をしたとの報告がある。 

地震動の周期等による影響度を検証する必要がある。 
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（３）予備発電設備用燃料（油種）・貯蔵方策・設計想定時間の検証 

津波被害地区では、商用停電から復電までに一週間を要した地区が多く、 

長時間の商用停電を余儀なくされた施設も多い。 

また、継続運転が長期に渡ったことから、燃料補給を必要としたが、「発災 

直後の燃料不足時においては“軽油”は入手が可能であったものの、“Ａ重油”

は入手困難であった。」との報告もある。 

油種及び貯蔵に加え、発電機負荷の選択配電等による運転継続時間の延長 

化、連続運転可能時間の再評価が必要である。 

 

（４）津波被害軽減対策 

津波により、露出配管は異物の衝突、盛土構造の配管類は洗掘等により管 

路自体を大規模に損傷する被害を受けた。 

限られた地区、短時間の調査ではあるが、情津波被害を受けた地区におけ 

る露出配管類は全損状態に近いとの印象を受けた。加えて、地中埋設配管箇

所においても道路構造が盛土、擁壁等で段差を形成している個所にあっては

甚大な被害を受けている。 

津波被害軽減を考慮した配管工法は以下が有利との印象を受けた。 

・露出・地中配管共に海側部よりも切土構造の山側部への施工が有利 

・橋梁添架は、桁構造にあって隠ぺい形態となる腹部への添架が有利 

被害事例を基に、津波被害軽減を前提とした「標準施工方法等」の検討が

必要である。加えて、津波浸水想定区域に設置する電気通信機器の施工法に

ついても検討が必要である。 

 

 

 

 

※【NEBS規格】 

米ベル・コミュニケーションズ・リサーチ（通称ベルコア，現テルコーディア・テクノロ

ジーズ）が規定した通信事業者向け機器の仕様規定。 

電源安定性，電磁波放射，耐震性など，安定運用にかかわる基準を設けている。 

19インチ汎用ラックについては、寸法等をJISに規定しているが耐震性は規定していない。 

耐震性については一般にNEBS(Network Equipment Building Systems)規格が用いられている。 

他にラックの耐震性を規定しているものに、NTT耐震規格、NTTファシリティーズ耐震試験

規格がある。 
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５．おわりに 

 

 国土交通省においては、地震発生後直ちに状況把握に努めるとともに、国土交

通省緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）による被災調査、道路啓開、応急対策等を

推進する一方、通信途絶となった自治体の通信を確保するため、衛星通信機材及

び運用要員を各市町村等に派遣し、災害対応の支援や、災害現場との通信を確保

するために衛星通信機材等を各方面に配置する等により災害対策を支援、推進し

てきた。 

 一方、国土交通省の災害時のインフラである多重無線通信網をはじめとする移

動通信回線、衛星通信回線、光ファイバ回線等の通信回線は津波襲来地区など一

部の施設において機能停止する等の被害があったものの、その他の地域、設備に

おいては防災情報伝達手段として十分な機能を発揮し、災害対策業務の遂行に寄

与した。 

 

今回の地震では、我が国の観測史上最大となるM9.0を記録し、宮城県栗原市築

館で震度7の激震を観測し、過去に類を見ない加速度（2933gal,三成分合成値）を

記録した。この値は、阪神・淡路大震災の約3倍の加速度に相当する。 

国土交通省では、阪神・淡路大震災を教訓に防災情報通信システムの耐震対策の

強化に努めてきた。加えて、それ以後に発生した新潟県中越地震、岩手・宮城内

陸地震など災害発生の都度に必要な対策を追加してきた。その結果、国土交通省

の電気通信施設の地震動による被害は比較的軽微に留めることができた。 

一方、発災と同時に発生した巨大な津波は、三陸沖から宮城県沖，福島県沖，

茨城県沖の広範囲にわたり甚大な被害をもたらした。津波の襲来地に存在した電

気通信施設も壊滅的な被害を受けた。 

 

今回実施した各種電気通信施設の調査結果、既に報告されている各種被害報告

を基に、各方面の様々な解析結果に加えることで、今後の電気通信施設への地震

動及び津波の影響に対する設計基準、設置基準、維持管理基準等に反映させてい

くことが重要である。 

本報告書は，第一陣、第二陣電気通信施設被害調査団が調査した個所における

被害実態を中心に一次報告としてとりまとめたものである。 

今後これら調査団の調査結果及び東北地方整備局、類似施設を保有する関係機

関等の被害実態を調査、分析し、必要に応じ未調査個所の追加調査を加え「被害

調査に関する報告書（最終報）」を取りまとめる予定としている。 

 

75



 

参考文献等 

 

①  気象庁報道発表資料(平成23年3月30日) 

「平成23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」により各地で観測された震度に

ついて 

http://www.jma.go.jp/jma/press/1103/30d/kaisetsu201103301800.pdf#search=

'気象庁東北地方太平洋沖地震各地の震度階' 

 

②  気象庁報道発表資料(平成23年3月25日) 

平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震時に震度計で観測した各地の揺れの状況

について 

http://www.jma.go.jp/jma/press/1103/25a/kaisetsu201103251030.pdf#search=

'気象庁各地の揺れの状況' 

 

③  独立行政法人防災科学技術研究所 

東北地方太平洋沖地震について（速報） 

http://www.bosai.go.jp/news/oshirase/20110323_01.pdf  

 

④  独立行政法人防災科学技術研究所 

平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震による強震動 

http://www.bosai.go.jp/news/oshirase/20110315_01.pdf  

 

 

76



 

謝 辞 

 

本調査の実施に当たって、多数の機関や担当者のご協力を得ました。特に以

下の機関及び担当者の方々には現地調査、報告書作成に係る各種の便宜供与及

び情報提供を頂きました。ここに記して厚くお礼を申し上げます。 

また、現地調査に参加して頂いた建設電気技術協会調査員（専門委員）及び

所属先の各企業にも当調査団の調査に際し多大なご協力を頂きました。 

 

・国土交通省大臣官房技術調査課電気通信室 

・東北地方整備局企画部 

・企画部情報通信技術課 

・三陸国道事務所 

・岩手河川国道事務所 

・北上川下流河川事務所 

・仙台河川国道事務所 

 ・福島河川国道事務所 

 ・郡山国道事務所 

 

 

77


	higashinihon_report
	表紙 
	目次 
	第1章　現地調査結果の概要

	1-1　調査結果の概要

	1-2　第一陣調査結果の概要

	1-3　第二陣調査結果の概要


	第
2章　調査団構成及び調査日程
	2-1　調査団参加者

	2-2　第一陣調査団の調査対象施設及び所在地

	2-3　第二陣調査団の調査場所及び日程等


	第 3章　地震及び地震動、津波の特性

	第4章　今後の課題

	おわりに

	参考文献等

	謝辞




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




